
吉
田

『
大
乗
起
信
論
義
記
j

研
究
（
三
）

引
用
経
論
・
参
照
経
論
及
び
略
称
表
（
続
）

は

し

が

き

『
大
乗
起
信
論
義
記
』

研
究

神

秘

主

義

研

究

班

（三）

今
回
は
「
立
義
分
」
の
訳
注
を
刊
行
す
る
。
大
井
和
也
君
が
「
曇
延
疏
」
、
「
浄

影
疏
j

、
「
海
東
疏
」
、
「
義
記
」
の
科
文
を
作
製
し
た
。
補
注
が
各
々
の
頁
に
収
ま

ら
な
い
不
手
際
が
あ
っ
た
が
、
後
日
全
体
を
刊
行
す
る
際
に
、
前
回
ま
で
の
も
の

で
発
見
さ
れ
た
誤
植
や
誤
っ
た
解
釈
等
と
共
に
改
め
る
。
ま
た
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
は

S
、
チ
ベ
ッ
ト
は

T
と
略
記
し
た
。

無
差
別
論
疏
法
蔵
「
大
乗
法
界
無
差
別
論
疏
」
一
巻
（
大
正
No
一
八
三
八
、
四
四
巻
）

宗
密
疏
宗
密
「
大
乗
起
信
論
疏
」
四
巻
二
冊
、
一
六
四
二
（
寛
永
十
九
）
年
の
版
本
。

望
月
①
望
月
信
亨
「
大
乗
起
信
論
之
研
究
」
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
。

講
読
武
邑
尚
邦
「
大
乗
起
信
論
講
読
」
百
華
苑
、
一
九
五
九
年
。

玉
城
玉
城
康
四
郎
訳
「
大
乗
起
信
論
義
記
」
（
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述
部
・
諸

宗
部
四
下
）
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。

吉
田
仁
祉
「
「
大
乗
起
信
論
」
の
「
摩
詞
術
自
体
相
用
」
」
、
「
京
都
産
業
大

学
論
集
人
文
科
学
系
列
」
第
十
九
号
、
一
九
九
二
年
三
月
。

六

吾
妻
重
二
「
「
大
乗
起
信
論
」
の
概
念
と
修
辞
と
撰
者
ー
中
国
学
の
立

場
か
ら
ー
」
、
「
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
第
三
十
輯
、
一
九

九
七
年
三
月
。

◎
以
下
は
注
記
の
際
、
大
正
蔵
等
の
巻
数
を
省
略
し
た
。

「
起
信
論
」
真
諦
訳
「
大
乗
起
信
論
」
一
巻
（
大
正

No
一
六
六
六
、
三
二
巻
）

「
唐
訳
」
実
叉
難
陀
訳
「
大
乗
起
信
論
」
二
巻
（
大
正

No
一
六
六
七
、
三
二
巻
）

「
曇
延
疏
」
曇
延
撰
「
大
乗
起
信
論
義
疏
」
巻
上
（
「
卍
続
蔵
経
」
第
七
一
冊
、
新
文
豊

出
版
公
司
、
一
九
八
三
年
）

「
浄
影
疏
」
慧
遠
撰
「
大
乗
起
信
論
義
疏
」
四
巻
（
大
正
NO
一
八
四
三
、
四
四
巻
）

「
海
東
疏
」
元
暁
撰
「
起
信
論
疏
」
二
巻
（
大
正

Na
一
八
四
四
、
四
四
巻
）

「
海
東
別
」
元
暁
撰
「
大
乗
起
信
論
別
記
」
二
巻
（
大
正

Na
一
八
四
五
、
四
四
巻
）

|
「
海
東
疏
」
と
「
海
東
別
」
の
内
容
を
比
較
検
討
す
る
際
、
「
海
東
疏
」
を

底
本
と
し
て
、
「
海
東
別
」
の
異
同
を
記
し
た
。
〔
〕
内
は
「
海
東
疏
」
に

無
く
「
海
東
別
」
に
あ
る
も
の
。
（
）
内
は
「
海
東
別
j

で
異
な
る
も
の
。

傍
線
部
は
「
海
東
別
」
に
無
い
文
言
で
あ
る
。

「
義
記
別
」
法
蔵
撰
「
大
乗
起
信
論
義
記
別
記
」
一
巻
（
大
正
NO
一
八
四
七
、
四
四
巻
）

「
筆
削
記
」
子
藩
撰
「
起
信
論
筆
削
記
」
二
十
巻
（
大
正

No
一
八
四
八
、
四
四
巻
）

吾
妻

吾
妻

（
幹
事
）
井
上
丹
治

昭
義
重
二
克
人



0
「
曇
延
疏
』
の
「
立
義
分
」
科
文

第

二

釈

正

宗

初
釈
立
義

一
、
結
上
生

r
「
四
駆
因
縁
分
。
ね
即
立
義
分
」

．．． 
…
…
 ．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
•
[
五
三
二
下1
]

二
、
正
明
立
義

一
、
牒
法
挙
義
「
瞬

”ffi者
。
纏
鼠
有
二
甕

i
・
…
…
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
•
[
同2
]

二
、
以
数
列
名
「
云
何
鴛
二
。
一
者
法
。
一

三
、
依
名
解
釈

一
、
釈
立
法
〔
門
）
↓
＾
霞
飛
正
義
者
。
依
一
心
法

19冒故
舞
有
誓
＞

．．
 
…
…
…
•
[
同6
]

一
、
題
章
「
所
言
法
者
」

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
 ．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
：
•
[
同1
0
]

二
、
釈
之
（
釈
題
章
）

一
、
総
出
法
体
「
謂
衆
生
心
」
↓
＾
個
ュ
・
心
法
有
二
種
門
〉

．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
•
[
同1
1
]

二
、
明
心
法
義
用
「
是
心
則
羅
一
畷
喫
閏
法
出
世
間
法
」
↓
（
魁
f
一
種
門
皆
各
纏
鍾
一
切

法
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．． 
…
•
[
同1
3
]

三
、
釈
是
心
則
世
出
世
法
義
（
依
法
以
顕
義
）
「
依
於
此
心
。
顕
示
摩
阿
晦
賽
」
↓
＾
心

員
如
者
〉
巳
下
別
釈
真
如
生
減
二
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．． 
…
•
[
五
三
三
上4
]

一
、
練

二
、
釈一、
問
意
「
何
以
故
」

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
 ．．．．．．．．．．． 
…
…
•
[
同6
]

二
、
答

．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 ．．．．． 
…
…
…
…
…
•
[
同7
]

一
、
心
真
如
相
↓
別
釈
＾
心
員
如
門
〉

一
、
心
之
体
実
「
是
心
員
如
相
」
…
…
…
…
．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
•
[
同1
2
]

二
、
真
如
即
是
大
乗
法
体
「
即
示
摩
窮
術
鱈
函
『
…
…
…
…
；
…
•
[
同

1
3
]

二
、
心
生
滅
相
↓
別
釈
＾
心
生
減
門
＞

一
、
釈
生
減
心
章
「
是
心
生
減
因
縁
相
」

一
、
釈
心
生
減
章
「
心
生
減
」

．．
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
[
同14
]

二
、
釈
生
減
因
縁
章
「
因
茫
，
↓

ĝ淀
生
減
因
縁
者
！
v
…
[
同
17]

三
、
釈
相
章
「
相
」
↓
分
別
生
減
相
者
！
v

…
…
…
…
[
同
18]

二
、
四
種
法
薫
習
義
「
能
示
摩
阿
行
自
鶴
相
用
臨
T
↓
＾
荀
庄
種
法
罵
習

饗
f法
浮
法
起
不
顧
絶
〉

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
…
•
[
五
三
三
下
2
]

二
、
釈
立
義
〔
門
〕
↓
＾
如
自
霞
相
者

i
堕
即
如
自
在
用
義
故
〉

一
、
顕
章
挙
敷
「
所
言
義
者
。
則
有
＝
一
種
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
•
[
五
三
四
上

3
]

二
、
問
数
「
云
何
鴛
三
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
•
[
同

5
]

三
、
顕
章
別
釈
「
一
者
以
下

一
、
体
相
二
門
↓
＾

g淀
属
如
自
霞
相
者

i
〉
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．． 
…
…
•
[
同7
]

一
、
体
大
↓
＾
5

コ
守
凡
夫
S
非
後
際
減
"
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
[
同
10]

一
、
立
真
如
体
大
義
「
＂
大
」

二
、
釈
「
謂
一
切
法
諷
如
平
等
不
増
減
故
J

二
、
相
大
↓
〈
祠
年
自
霞

S
亦
名
如
来
法
身
〉

．．
 

…
…
…
…
…
…
…
•
[
五
三
四
下

4
]

一
、
立
真
如
相
大
義
「
相
大
」

二
｀
如
来
蔵
有
二
義
「
如
来
戴
」

三
、
体
有
能
摂
之
徳
「
具
足
無
量
性
功
籠
」

=r用
門

一
、
立
真
如
用
大
義
「
JII*」
↓
＾
匹
況
員
知
用
者
ー
＞

．．．．．．．． 
…
•
[
五
三
四r
1
3
]

二
、
即
以
此
業
示
用
大
畿

一
、
農
二
仏
業
用
門
「
能
生
一
切
世
閏
出
世
間
養
因
果
」
↓
＾
笥
定
而
有
不
患

議
纂
ー
＞

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．． 
…
•
[
五
三
五
上4
]

二
、
明
真
如
非
但
具
薗
三
義
渇
粋
為
大
「
一
切
蓄
畷
R
所
票
故
。
一
切
菩
薩
奮
票

此
法
到
姐
来
嬌
故
」
↓
＾
謂
諸
佛
如
来

s員
姐
平
等
＞
…
．．．．． 
…
•
[
同7
]

0
「
浄
影
疏
」
の
「
立
義
分
」
科
文

第
二
正
釈
分

初立義分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[-七八中
28]

一
、
表
章
門
「
芍
馳
立
義
分
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
[
-
七
八
下
12]

二
、
正
釈
義

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
•
[
同14
]

一
、
立
二
章
門
「
疇
畔
術
者
。
纏
鼠
有
二
種
云
何
鴛
二
。
一
者
法
。

f
H贔
」
…
…
…
：
•
[
同IS
]

二
、
釈
二
章
門
（
正
釈
章
門
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
•
[
一
七
九
上5
]

一
、
釈
法
章
門

一
、
正
釈

一
、
表
出
法
体

一
、
牒
薗
章
門
「
所
言
法
者
」

．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
…
…
…
…
…
…
•
[
同
8
]

二
、
衆
生
「
謂
衆
生
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．． 
…
…
…
…
•
[
同9]

三
、
心
「
心
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
•
[
同

1
1
]

二
、
明
其
用
「
是
心
則
緬
一
切
拙
間
法
出
世
閏
法
」
…
…
…
…
…
．．．．．．．． 
…
…
•
[
同1
4
]

三
、
明
立
義
意
「
依
於
此
心
°
顧
示
摩
詞
碗
辮
」
…
…
…
…
…
…
．．．．． 
…
…
…
•
[
同1
7
]

二
、
転
釈

一
、
第
九
識
「
是
心
員
如
相
。
即
示
摩
詞
術
鱈
臨

T
·
·
…
…
…
…
•
…
…
：
●
…
…
•
[
同

2
0
]

二
、
第
八
識
「
是
心
生
減
因
縁
相
。
能
示
摩
詞
術
自
鱈
相
用
．

I
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
•
[
同

2
2
]

（
二
、
釈
義
章
門
）

一
、
用
大
「
三
者
用
が
T•••••••••••••••••••• 

…
…
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
[
―
七
九
中
5
]

一
、
染一
、
依
持
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
•
[
同
7
]

二
、
縁
起
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
•
[
同

1
0
]

二
、
浄一
、
随
縁
顕
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
•
[
同1
4
]

二
、
随
縁
作
用
•
•
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
：
·
…
…
…
…
…
[
同

2
2
]

三
、
但
是
一
中
義
分
為
二

一
、
総
説
理
用
「
能
生
一
切
世
問
出
世
問
善
因
果
」

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
•
[
同
2
5
]

二
、
就
人
以
顕
「
一
切
鰭
韓
却
所
乗
故
。
一
切
菩
醸
皆
栗
此
法
頚
如
来
埠
故
」
両
27]

（
三
、
以
総
結
[
?
]
）

六
四



0
『
海
東
疏
』
の
「
立
義
分
」
科
文

第
二
説
立
義
分

一
、
結
前
結
後
「
匹
綻
因
緑
分
。
加
即
立
義
分
」

．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
,
•
[
二

0
六
上
1
6
]

二
、
正
説
立
二
章
門
「
印
呼
」
以
下

一
、
立
法
〔
章
門
〕
↓
釈
中
初
釈
法
体
之
文
：
・
・
・
・
'
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
[
同
21]

一
、
就
体
総
立
↓
釈
中
初
総
釈
文

一
、
自
体
名
法
「
所
言
法
者
。
謂
衆
生
心
」

二
、
顕
大
乗
法
異
小
乗
法
「
是
心
則
囁
一
珈
げ
」

二
、
依
門
別
立
「
何
以
故
」
以
下
↓
〈
印
姐
者
〉
以
下
別
釈
文
．
…
…
…
…
…
…
•
'
：
•
[
同

2
9
]

一
、
真
如
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．
 
…
•
[
二0
六
中
6
]

一
、
総
挙
真
如
門
「
是
心
員
如
」
↓
〈
醐
患
一
法
界
〉
以
下

二
、
真
如
相
「
相
」
↓
ふ
繋
員
如
者
。
依
言
脱
分
別
有
二
種
〉
以
下

二
、
生
滅
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
「
司
8
1

一
、
総
挙
生
滅
門
「
是
心
生
減
」
＾
紺
贔
｛
来
蔵
故
有
生
減
心
〉
以
下

二
、
生
滅
因
縁
「
因
縁
」
↓
ふ
窃
5

生
減
因
緑
〉
以
下

三
、
生
滅
相
「
相
」
↓
＾
匹
涎
〔
分
別
〕
生
減
〔
相
〕
者
〉
以
下

四
、
生
滅
門
内
本
撹
心
「
能
示
摩
詞
術
自
憫
」

五
、
相
用
二
義
「
相
用
」

一
、
如
来
蔵

一
、
如
来
蔵
中
無
量
性
功
徳
相
大

二
、
如
来
蔵
不
思
議
業
用
用
大

二
、
真
如

一
、
真
如
所
作
染
相
相

二
、
真
如
所
起
浄
用
用

二
、
立
義
章
門
↓
〈
匹
如
員
如
自
龍
相
者
〉
以
下
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．
 

…
•
[
同23
]

一
、
明
大
義
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
；
：
 ．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
•
[
同2
5
]

一
、
体
大
↓
真
如
門

二
、
相
用
二
大
↓
生
滅
門

二
、
顕
乗
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．． 
…
…
…
•
[
二0六
下
1
]

一
、
立
果
望
因
「
一
切
諸
瞬
却
所
乗
故
」

二
、
拠
因
望
果
「
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
瑯
要
」

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

六
五

0
「
義
記
」
の
「
立
義
分
」
科
文

立
義
分
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
•
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

............... …
…
…
…
…
·
…
…
…

•
•
1
3
4

頁
1
行

一
、
結
前
生
後
「
日
即
因
縁
分
。
淀
即
立
義
分
」

二
、
正
彰
立
義

一
、
標
総
開
別
「
畔
野
行
者
。
緯
説
有
二
種
」

二
、
寄
問
列
名
「
云
何
為
二
。
一
者
法
。
f
謀
藷
」

三
、
依
名
弁
相

一
、
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
............ 136頁
1
行

一
、
挙
法
総
立

一
、
出
其
法
体
「
衆
生
心
」

二
、
弁
法
功
能
「
是
心
則
揖
一
畑
幽
問
法
出
世
問
法
」

三
、
釈
其
法
名
「
依
於
此
心
。
顕
示
摩
詞
醗
距
」

二
、
開
門
別
立
・
・
…
…
…
…
…
•
•
◆
.......... …
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…

•
1
3
8

頁
5
行

一
、
責
総
立
難
「
何
以
故
」

二
、
開
別
釈
成

一
、
真
如
門
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
.................. …
…
…
…
 ．．．．．．． 
；
：
1
4
0
頁
1
行

一
、
総
挙
真
如
門
「
是
｀
心
諷
如
」
↓
〈
醗
廻
一
法
界
〉
以
下

二
、
真
如
相
「
相
」
↓
ふ
窃
函
如
者
依
言
説
分
別
〉
以
下

二
、
生
滅
門
…
…
…
............ …
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…

•
•
4
0
頁
8
行

一
、
総
挙
生
滅
門
「
是
心
生
滅
」
↓
＾
臨
姐
来
蔑
故
有
生
減
心
〉
以
下

二
、
生
滅
縁
由
「
因
縁
」
↓
〈
匹
淀
生
減
因
緑
〉
以
下

三
、
生
滅
之
状
「
相
」
↓
＾
匹
加
〔
分
別
〕
生
減
〔
相
〕
者
〉
以
下

四
、
本
覚
之
義
「
自
龍
」
・
:
................................. ;
 ．．．．．．．．．．． 
142
頁
1
行

二
、
義
（
大
）
↓
〈
四
恕
諷
如
自
龍
相
者
〉
以
下

．．．．．．．．．．．．． 
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
1
7
行

一
、
弁
大

一
、
標
「
所
言
義
者
。
則
有
三
種
。
云
何
為
三
」

二
、
釈一
、
体
大
「
一
者

11喝
門
切
法
員
如
平
等
不
増
減
故
」
…
............ 144
頁
4
行

同
12
行

5

召
3
r

二
、
相
大
「
二
者
相
大
謂
如
来
蒙
具
足
無
量
性
功
徳
故
」
…
…
…
…
…
…

三
、
用
大
「
三
者
用
埒
ぶ
能
生
一
切
世
問
出
世
問
善
因
果
故
」
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
1
7
行

二
、
釈
乗

一
、
標
果
望
因
「
一
切
諸
瞬
却
所
栞
故
」

．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…•
•
•
1
4
6

頁
8
行

二
、
挙
因
望
果
「
一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
瞬
恕
」
•
•
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
1
1
行



総
を
標
し
て
・
・
・
「
摩
詞
術
と
は
、
総
説
せ
ば

二
種
有
り
」
（
本
頁
6
行）

問
に
寄
せ
て
・
・
・
「
云
何
が
二
と
為
す
（
問
）
。

一
に
は
法
、
二
に
は
義
な
り
（
名
）
」

名
に
依
り
て
・
・
・
「
言
う
所
の
法
と
は
」

(136

頁
3
行
）
以
下
参
照
。

名
「
一
に
は
法
、
二
に
は
義
」
の
法
と
義
。

法
イ
ン
ド
で
は
語
義
を
論
じ
た
も
の
は
多

い
が
、
大
乗
が
何
か
と
い
う
、
大
乗
と
い
う

法
を
問
題
に
し
た
経
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

法
体
法
体
は
名
義

(11
行
）
と
対
を
な
す
。

「
海
東
疏
」
に
法
は
「
大
乗
之
法
体
」
、
義
は

「
大
乗
之
名
義
」
（
二
0
六
上
18)
（
ニ
ニ
六
中

29)
と
あ
る
の
に
よ
る
。
た
だ
し
、
「
曇
延
疏
」

も
既
に
衆
生
心
は
法
体
（
五
三
二
下
11)
。

宗
本
の
法
「
曇
延
疏
」
は
「
摩
詞
術
と
言
ふ

は、

．．．．．． 
此
の
句
は
線
じ
て
一
部
の
宗
要
を

示
し
、
大
乗
を
以
て
宗
と
為
す
」
（
五
三
二
下

4
1
5
)
。
一
部
、
即
ち
こ
の
『
起
信
論
j

の

お
お
も
と
、
か
な
め
、
中
心
概
念
。

大
位
「
法
」
に
関
す
る
「
大
位
在
因
」
は
「
義
」

に
関
す
る
「
大
位
在
果
」
と
対
を
な
す
。
「
筆

削
記
」
「
此
の
論
の
中
に
明
す
所
の
法
体
は
、

大
都
判
ず
る
所
、
因
位
に
属
す
。
文
に
「
言

う
所
の
法
と
は
衆
生
心
を
謂
う
」
と
云
う
を

以
て
、
既
に
衆
生
の
言
を
標
す
。
故
に
知
り

疇
6

さ

ぬ
、
大
概
合
に
因
位
に
当
た
る
べ
し
」
（
五
二

五
下
1
1
2
)
。

二
の
運
転
仏
と
菩
薩
の
二
種
の
乗

(146
頁

参
）
。
「
釈
論
題
目
」
で
は
「
運
載
を
功
と

為
す
」
（
二
四
五
中
14115)
と
「
乗
」
の
語

義
に
従
う
。
こ
こ
で
「
転
」
を
用
い
た
の
は
、

大
乗
の
運
載
が
衆
生
心
の
転
（
四
頁
12
行
）
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

相
を
弁
ず
る
科
文
の
第
三
、
「
名
に
依
り
て

相
を
弁
ず
」
（
本
頁
3
行
目
）
を
ふ
ま
え
る
。

①
標
1
1
擦
【
慶
】
②
継
1
1
認
【
慶
】
③

在
11
狂
【
版
、
龍
】
④
名
＋
（
為
）
【
龍
】

也
。
有
二
運
韓
。
故
名
乗
也
。
即
依
宗

故
。
封
智
故
。
顕
義
故
。
即
宗
本
法

③
 

也
。
大
位
在
因
。
通
於
染
浮
耳
。
義

為
二
。

立
義
分
中
。
文
別
有
二
。
初
結
前
生

後
。
二
正
彰
立
義
。
此
文
有
三
。
初
標

②
 線
開
別
。
二
寄
問
列
名
。
三
依
名
辮

已
説
因
縁
分
。
次
説
立
義
分
。

摩
詞
術
者
。
線
説
有
二
種
。
云
何

一
者
法
。
二
者
義
。

名
中
法
者
。
出
大
乗
法
骰
。
謂
自
罷

者
。
辮
大
乗
名
義
。
謂
何
故
此
心
是
大

④
 

乗
耶
。
謂
此
心
内
具
三
大
義
。
故
名
大

所
顕
差
別
義
理
。
大
位
在
果
。
唯
取
於

浮
也
。
是
故
大
乗
練
説
有
二
。
謂
先
顕

法
罷
。
後
繹
義
理
。
収
義
足
也
。

絣
相
中
二
。
先
法
後
義
。

(

-

）

 

立
義
分
の
中
、
文
、
別
に
二
有
り
。
初
め
に
前
を
結
し
て
後
を
生
じ
、

ニ
に
は
正
し
く
立
義
を
彰
わ
す
。
此
の
文
に
三
有
り
。
初
に
総
を
標
し

5012
 

＊

＊
 

て
別
を
開
き
、
二
に
問
に
寄
せ
て
名
を
列
し
、
三
に
名
に
依
り
て
相
を

は
法
、
二
に
は
義
な
り
。

＊

＊

＊
 

名
の
中
の
法
と
は
、
大
乗
の
法
体
を
出
だ
す
。
謂
く
、
自
体
な
る
が

（二）

故
に
、
智
に
対
す
る
が
故
に
、
義
を
顕
わ
す
が
故
に
。
即
ち
宗
本
の
法

＊
 

な
り
。
大
位
、
因
に
在
り
、
染
浄
に
通
ず
る
の
み
。
義
と
は
、
大
乗
の

名
義
を
弁
ず
。
謂
く
、
何
が
故
ぞ
此
の
心
は
是
れ
大
乗
な
る
や
。
謂
<
、

此
の
心
は
内
に
三
大
の
義
を
具
す
、
故
に
大
と
名
づ
く
る
な
り
。
二
の

運
転
有
り
、
故
に
乗
と
名
づ
く
る
な
り
。
即
ち
宗
に
依
り
て
顕
わ
さ
る

る
所
の
差
別
の
義
理
な
り
。
大
位
、
果
に
在
り
、
唯
だ
浄
を
取
る
の
み

（三）

な
り
。
是
の
故
に
、
大
乗
は
総
説
せ
ば
二
有
り
。
謂
く
、
先
に
法
体
を

顕
わ
し
後
に
義
理
を
釈
す
れ
ば
、
義
を
収
む
る
こ
と
足
る
な
り
。

＊
 相
を
弁
ず
る
中
に
二
あ
り
。
先
に
法
、
後
に
義
な
り
。

摩
詞
術
と
は
、
総
説
せ
ば
二
種
有
り
。
云
何
が
二
と
為
す
。
一
に

已
に
因
縁
分
を
説
き
た
れ
ば
、
次
に
は
立
義
分
を
説
か
ん
。

相。

弁
ず
。

〔二、

立
義
分
〕

六
六

(134) 



（
一
）
「
立
義
分
」
は
問
題
の
所
在
や
大
綱
を
提
起
す
る
総
論
（
『
仏
教
語
大
辞
典
J

)

で
あ
る

と
か
、
根
本
要
義
（
『
講
読
J

)

、
根
本
思
想
を
立
て
る
こ
と
（
『
起
信
J

)

な
ど
と
解
説
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

S
文
献
の
中
の
u
d
d
e
s
a
(
標
説
、
概
略
、
略
標
）
と
n
i
r
d
e
s
a

（
演
説
、
釈
説
、
広
説
）
と
い
う
区
分
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
u
d
d
e
s
a
と
n
i
r
d
e
s
a
の
区
分

は
論
の
一
部
に
関
す
る
区
別
に
す
ぎ
ず
、
一
般
に
用
い
ら
れ
て
も
い
な
い
。
同
じ
よ
う

に
「
立
義
分
」
も
五
分
の
一
で
、
特
に
「
解
釈
分
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

r
起
信
論
』

だ
け
の
科
文
で
あ
る
か
ら
、
一
般
論
と
し
て
で
な
く
「
起
信
論
j

に
即
し
て
、
即
ち
「
立

義
」
と
い
う
表
現
に
即
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
立
義
分
」
の
主
題
は
「
摩
詞
術
（
以
下
、
大
乗
）
と
は
」
で
始
ま
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
大
乗
で
あ
る
。
「
立
義
分
」
で
は
そ
の
大
乗
が
「
法
」
と
「
義
」
の
二
種
で
あ
る
こ

と
を
説
く
。
『
起
信
論
j

で
は
「
立
義
分
」
以
前
で
特
に
問
題
に
し
て
い
た
の
は
「
発
起
序
」

の
「
法
」
で
あ
る
。
こ
の
法
が
「
因
縁
分
」
の
最
後
の
問
答
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
如
来

の
広
大
深
法
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
が
「
立
義
分
」
の
二
種
の
大
乗

の
中
の
「
法
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
義
に
つ
い
て
は
、
「
立
義

分
」
以
前
で
は
「
因
縁
分
」
の
第
二
因
縁
の
中
に
「
如
来
根
本
之
義
」
と
い
う
表
現
が
見
え

る
。
こ
の
第
二
因
縁
は
「
立
義
分
」
と
「
解
釈
分
」
を
説
く
因
縁
・
理
由
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
「
根
本
之
義
」
が
「
立
義
分
」
の
立
義
の
義
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
（
『
筆
削
記
j

―
―
―
二
五
中
2
9
1
下
1
参
照
）
。
「
立
義
分
」
以
前
で
は
、
義
は
い
ま
一
度

「
因
縁
分
」
の
末
尾
に
、
先
に
も
引
用
し
た
「
如
来
の
広
大
深
法
の
無
辺
の
義
を
総
摂
す
」

と
い
う
文
の
中
に
見
え
る
。
こ
の
法
の
無
辺
の
義
も
立
義
で
あ
る
三
大
の
義
で
あ
る
。

「
立
義
」
の
義
は
二
種
の
大
乗
の
中
の
「
法
」
と
対
を
な
す
「
義
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は

次
の
大
乗
と
い
う
法
で
あ
る
衆
生
心
に
、
即
ち
「
此
の
心
に
依
り
て
、
摩
詞
術
の
義
を

顕
示
す
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
解
る
。
そ
も
そ
も
立
義
と
は
法
に
よ
っ
て
義
を

顕
示
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

法
蔵
は
「
立
義
」
の
義
を
「
宗
（
即
ち
法
）
に
依
り
て
顕
わ
さ
る
る
所
の
差
別
の
義
理
な

り
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
先
に
法
体
を
顕
わ
し
、
後
に
義
理
を
釈
す
れ
ば
、
義
を
収
む
る

こ
と
足
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。
何
が
大
乗
で
あ
る
か
、
大
乗
と
名
付
け
ら
れ
る
所
以
の

三
大
の
理
を
顕
示
す
れ
ば
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
含
ま
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
立

義
」
の
立
は
提
起
で
あ
ろ
う
が
、
「
定
め
る
」
、
「
限
定
し
て
顕
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
要
す
る
に
体
相
用
の
三
大
の
義
を
定
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
解
釈
分
」
は
、
義
と

し
て
定
立
さ
れ
た
理
を
言
語
表
現
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

六
七

（
二
）
法
蔵
は
こ
こ
で
法
が
大
乗
の
法
体
で
あ
る
理
由
と
し
て
、

1
自
体
、

2
対
智
、

3
顕

義
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
各
々
以
下
に
「
法
を
挙
げ
て
継
じ
て
立
つ
る
」
の
中
で
論
じ
ら

れ
る
、
①
「
衆
生
心
を
謂
う
」
(
1
3
6
頁
3
行
）
‘
②
「
是
の
心
は
則
ち
一
切
の
世
間
と
出
世

間
の
法
を
摂
す
」
(
1
3
6
頁
10
行
）
、
③
こ
摩
詞
術
の
義
を
顕
示
す
」
(
1
3
6
頁
19
行
）
（
以
上
の
三

，
 

句
を
以
下
13
頁
の
補
注
ま
で
、
便
宜
上
、
順
に
①
を
第
一
句
、
②
を
第
二
句
、
③
を

第
三
句
と
す
る
）
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
①
の
衆
生
心
が
自
体
で
あ
る
こ
と
は
、
「
浄

影
疏
j

が
「
言
う
所
の
法
と
は
、
自
体
を
法
と
名
づ
く
」
（
一
七
八
下
16)
と
い
い
、
「
海
東

疏
j

も
そ
れ
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
「
言
う
所
の
法
と
は
衆
生
心
を
謂
う
と
は
、
自
体
を
法

と
名
づ
く
」
（
二
0
六
上
2
3
1
2
4
)
と
注
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
法
蔵
は
こ

れ
ら
の
注
釈
と
同
じ
見
解
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
対
智
は
「
起
信
論
j

に

も
法
蔵
の
注
釈
に
も
明
説
さ
れ
て
は
い
な
い
。
法
蔵
は
「
法
の
功
能
」
を
説
く
と
解
釈
す

る
が
、
所
摂
の
世
間
法
と
出
世
間
法
は
共
に
智
に
対
し
智
を
生
起
さ
せ
て
、
俗
世
と
聖

諦
を
成
り
立
た
せ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
第
二
句
は
智
と
信
を
起
こ
さ
せ
る
大
乗
で
あ
る

こ
と
を
示
す
の
で
対
智
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
③
の
顕
義
は
『
起
信
論
j

の
文
言
自
身
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
法
蔵
が
そ
の
注
釈
の
中
で
「
此
の
一
心
の
宗
本
の
法
の
上
に
依
り

て
大
乗
の
三
大
の
義
を
顕
示
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
顕
義
の
義
は
三
大
の
義
で

あ
っ
て
、
「
立
義
分
」
の
義
と
い
う
命
名
の
由
縁
で
あ
る
。

（
三
）
「
法
」
即
ち
衆
生
心
が
染
浄
に
通
じ
、
「
義
」
即
ち
大
乗
が
唯
だ
浄
だ
け
を
取
る
と
い

う
見
解
は
、

138
頁
9
行
に
も
「
心
は
染
浄
に
通
じ
、
大
乗
は
唯
だ
浄
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
法
蔵
の
基
本
的
主
張
で
あ
る
。
「
如
来
蔵
心
は
和
合
と
不
和
合
と
の
二

門
を
含
む
。
」
(
1
3
6
頁
5
行
目
）
も
起
動
門
と
不
起
門
(
1
4
0
頁
、

142
頁
）
も
同
じ
見
解
を

言
い
換
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
(
1
3
7
頁
、
補
注
参
照
）
。
こ
の
法
蔵
の
見
解
は
、
如
来

蔵
思
想
と
し
て
は
最
も
妥
当
な
当
然
の
解
釈
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

如
来
蔵
は
阿
梨
耶
識

(iilayavijfiiina)

と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
起
信
論
j

で
は
一
般
に
真
妄
和
合
識
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
染
の
迷
界
と
浄
の
仏
界
と
を
構
成
す

る
識
で
あ
る
。

ま
た
大
乗
が
唯
浄
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
的
に
取
り
あ
げ
た
の
も
法
蔵
で
、
そ
れ
も
こ

の
「
立
義
分
」
の
注
釈
の
中
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
の
文
献
の
中
で
は

「
大
」
と
い
う
語
が
執
わ
れ
た
大
き
さ
に
注
目
し
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
て
、
法
蔵
も

「
釈
論
題
目
」
の
注
釈
の
中
で
は
、
特
に
唯
識
派
の
論
書
の
「
七
大
性
」
の
説
に
よ
っ

て
「
大
」
を
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
『
起
信
論
』
の
三
大
の
内
容
は
大
と
い
う
語
の

(145
頁
の
下
段
に
続
く
）

(135) 



①
間
＋
（
法
）
h

真

】

②

返

11
反
【
版
、

龍
、
旭
】
③
流
11
染
【
慶
】

初
に
法
を
挙
げ
て
・
・
・
『
海
東
疏
」
「
一
者
就

体
立
・
・
・
・
・
・
ニ
者
依
〔
約
〕
門
別
立
」
（
二
〇

六
上
21122)

総
『
起
信
論
」
の
「
言
う
所
の
法
と
は
・
・
・
・
・
・

摩
詞
術
の
義
を
顕
示
す
」
を
指
す
。
真
如
と

生
滅
の
二
門
に
分
け
な
い
で
論
ず
る
の
で
総
゜

始
覚
の
本
に
同
ず
る
『
起
信
論
」
「
始
覚
と

は
即
ち
本
覚
に
同
ず
る
を
以
て
の
故
に
」
（
五

七
六
中
15)
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

顕
わ
さ
る
る
所
の
義

134頁(13114
行
）
の

「
宗
に
依
り
て
顕
わ
さ
る
る
所
の
差
別
の
義

理
」
。
生
滅
門
中
の
体
。

法
一
切
法
の
「
法
」
で
は
な
く
、
衆
生
・
心

と
い
う
大
乗
の
「
法
」
。

功
能
衆
生
心
の
は
た
ら
き
、
能
力
。
一
切

法
を
摂
す
る
「
転
」
の
は
た
ら
き
。
法
蔵
は

次
の
云
螂
義
」
も
法
の
功
能
と
す
る
（
二
五

四
中
15)
。

体
相
撫
藻
補
注
（
三
）
を
参
照
。

錦
議
含
摂
『
筆
削
記
』
「
謂
＜
鋳
融
含
摂
と

は
、
消
和
包
納
に
し
て
、
彼
の
染
浄
の
差
別

の
相
を
し
て
障
磯
有
る
こ
と
無
か
ら
し
む
る

な
り
」
（
三
二
六
中
29)

染
浄
同
依
「
筆
削
記
」
「
真
如
門
は
染
浄
通

相
、
生
滅
門
は
別
顕
染
浄
。
通
別
殊
な
る
と

雖
も
一
心
を
出
ず
。
故
に
同
依
と
云
う
」
（
三

二
六
中
10)

依
於
此
心
。
顧
示
摩
詞
術
義
。

此
の
心
に
依
り
て
摩
阿
術
の
義
を
顕
示
す
。

に
顕
わ
る
。

者
。
則
鐙
融
含
撮
染
浮
不
殊
。
故
通
揖

所
言
法
者
。
謂
衆
生
心
。

＊
 線
中
三
句
。
初
衆
生
心
者
。
出
其
法

骰
。
謂
如
来
蔵
、
心
含
和
合
不
和
合
ニ

門
。
以
其
在
於
衆
生
位
故
。
若
在
佛

是
員
如
。
即
嘗
所
顕
義
也
。
今
就
随
染

衆
生
位
中
。
故
得
具
其
二
種
門
也
。

e
 

是
心
則
撮
一
切
世
間
出
世
間
法
。

次
揖
一
切
世
出
世
法
者
。
緋
法
功

能
。
以
其
此
心
橿
相
無
擬
。
染
浮
同

②
 

依
。
随
流
返
流
。
唯
轄
此
心
。
是
故
若

随
染
成
於
不
覺
。
則
揖
世
間
法
。
不
髪

*

R

 

之
本
覺
及
返
流
之
始
覺
。
掴
出
世
問

法
。
此
猶
約
生
滅
門
辣
。
若
約
慎
如
門

也
。
下
文
具
顕
゜

法
の
中
に
亦
た
二
あ
り
。
初
に
法
を
挙
げ
て
総
じ
て
立
つ
。
次
に

言
う
所
の
法
と
は
、
謂
＜
衆
生
心
な
り
。

総
の
中
に
三
句
あ
り
。
初
に
衆
生
心
と
は
其
の
法
体
を
出
だ
す
。
謂

く
、
如
来
蔵
心
は
和
合
と
不
和
合
と
の
二
門
を
含
む
ょ
其
の
衆
生
位
に

在
る
を
以
て
の
故
な
り
。
若
し
仏
地
に
在
ら
ば
、
則
ち
和
合
の
義
無

＊
 

し
。
始
覚
の
本
に
同
ず
る
を
以
て
、
唯
だ
是
れ
真
如
な
り
。
即
ち
冨
わ

さ
る
る
所
の
義
に
当
た
る
な
り
。
今
は
随
染
の
衆
生
位
の
中
に
就
く
。

故
に
其
の
二
種
の
門
を
具
す
る
を
得
る
な
り
。

是
の
心
は
則
ち
一
切
の
世
間
と
出
世
間
の
法
と
を
摂
す
。

＊

＊
 

次
に
一
切
の
世
と
出
世
の
法
を
摂
す
と
は
ぶ
法
の
功
能
を
弁
ず
。

*

*

（

二

）

其
れ
此
の
心
は
体
相
無
凝
、
染
浄
同
依
な
る
を
以
て
、
随
流
す
る
も

本
覚
と
及
び
返
流
の
始
覚
と
は
、
出
世
間
の
法
を
摂
す
。
此
は
猶
お

生
滅
門
に
約
し
て
弁
ず
。
若
し
真
如
門
に
約
さ
ば
、
則
ち
宵
融
含
摂

（三）

し
て
染
浄
殊
な
ら
ず
。
故
に
通
じ
て
摂
す
る
な
り
。
下
の
文
に
具
さ

染
に
随
い
て
不
覚
を
成
ず
れ
ば
則
ち
世
間
の
法
を
摂
し
、
不
変
の

返
流
す
る
も
唯
だ
此
の
心
を
転
ず
る
の
み
な
り
。
是
の
故
に
、
若
し

地
。
則
無
和
合
義
。
以
始
覺
同
本
。
唯

故
下
開
門
別
立
。

「
何
を
以
て
の
故
に
」
よ
り
下
は
、
門
を
開
き
て
別
し
て
立
つ
。

＊
 

法
中
亦
二
。
初
畢
法
穂
立
。
次
何
以

六
八

(136) 



（
一
）
衆
生
心
は
『
曇
延
疏
」
が
「
衆
生
心
と
は
是
れ
世
法
な
り
、
但
だ
応
に
世
間
法
を
摂
す

べ
き
の
み
。
何
を
以
て
復
た
能
く
出
世
法
を
摂
す
る
や
」
（
五
三
二
上
6
1
7
)
と
い
う

よ
う
に
、
一
般
に
日
常
で
は
世
俗
の
法
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
の
意
味
で
の
衆
生
心
だ
け

が
存
在
す
る
と
い
う
唯
心
論
で
あ
れ
ば
、
衆
生
心
は
世
間
の
一
切
の
法
・
事
象
を
摂
す

る
だ
け
と
な
る
。
『
起
信
論
」
が
出
世
間
法
も
摂
す
る
と
主
張
す
る
の
は
、
「
（
一
切
）
衆

生
は
如
来
蔵
で
あ
る
」
と
い
う
根
本
命
題
が
示
す
よ
う
に
、
如
来
蔵
論
で
は
衆
生
は
染

浄
の
和
合
で
あ
る
如
来
蔵
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
『
起
信
論
』
の
い
う
「
衆
生
心
」
は
ま

さ
に
法
蔵
が
こ
こ
で
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
如
来
蔵
｀
心
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
如

来
蔵
心
と
い
う
用
語
は
、
『
大
乗
義
章
』
に
見
ら
れ
る
（
大
正
四
四
、
六
三
八
中
16)
よ
う

に
衆
生
心
を
中
心
と
す
る
『
起
信
論
』
の
研
究
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
術
語
で
あ
ろ
う
。

tathii.gatagarbhacitta
と
い
、

1s語
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
イ
ン
ド
撰
述
の

経
論
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

和
合
に
つ
い
て
は
『
起
信
論
』
で
は
「
心
生
滅
と
は
如
来
蔵
に
依
る
が
故
に
生
滅
心
有

り
。
不
生
不
減
と
生
滅
と
和
合
し
て
、
一
に
も
非
ず
異
に
も
非
ず
。
名
づ
け
て
阿
梨
耶

識
と
為
す
」
（
五
七
六
中
8
1
9
)
と
説
か
れ
て
い
る
。
同
論
で
は
心
の
真
如
は
「
心
性
の

不
生
不
滅
」
（
五
七
六
上
9
)
で
あ
る
か
ら
、
和
合
は
心
の
真
如
と
心
の
生
滅
が
同
一
で

も
別
異
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
生
滅
心
は
水
波
の
比
喩
で
は
真
如
な
る
水
と
無

明
な
る
風
に
よ
っ
て
生
ず
る
水
波
に
当
た
る
。
『
起
信
論
』
で
は
右
の
引
用
文
の
通
り
、

こ
の
生
滅
心
を
阿
梨
耶
識
と
す
る
。

ii.layavijilii.na
は
唯
識
派
の
中
心
概
念
で
あ
り
、
前

七
識
の
原
因
と
し
て
迷
妄
・
染
の
根
拠
で
あ
る
そ
れ
自
身
染
・
妄
な
る
識
で
あ
る
が
、

『
起
信
論
』
で
は
阿
梨
耶
識
は
染
と
浄
、
真
と
妄
の
和
合
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
回
だ

け
で
あ
る
が
和
合
識
（
相
）
（
五
七
六
下
8
)
と
い
う
語
さ
え
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
起
信

論
』
は
自
己
の
思
想
を
説
明
す
る
の
に
唯
識
派
の
こ
の
術
語
を
利
用
し
た
だ
け
の
よ
う

な
印
象
を
与
え
る
。
実
際
、
他
に
一
度
だ
け
用
い
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

『
起
信
論
l

の
特
色
は
染
浄
和
合
識
を
覚
の
構
造
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に
あ
る
と
い

え
よ
う
。
『
起
信
論
で
は
「
営
を
衆
生
心
の
体
が
妄
念
を
離
れ
て
い
る
こ
と
、
心
体
離

念
（
五
七
六
中
12)
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
本
性
清
浄
に
あ
た
る
。
本
覚
と
は

衆
生
心
が
覚
を
本
性
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
衆
生
は
現
実
に
は
、
即
ち

「
衆
生
位
に
在
」
っ
て
は
覚
っ
て
い
な
い
。
衆
生
が
覚
っ
て
い
な
い
と
は
、
「
本
覚
に
よ

る
が
故
に
不
覚
あ
り
」
（
五
七
六
中
15116)
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
衆
生
の
心
の

本
性
が
覚
り
で
あ
る
か
ら
そ
う
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
衆
生
｀
心
が
冒
頭
に
述
べ
た

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

六
九

よ
う
に
単
な
る
「
世
法
」
で
あ
っ
た
ら
、
覚
と
い
う
こ
と
も
成
り
立
た
な
い
し
、
覚
っ
て

い
な
い
と
い
、
つ
自
覚
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
如
来
蔵
心
の
和
合
門
と
は
、
こ
の
よ
う
に
衆

生
が
覚
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
不
覚
が
、
衆
生
が
本
覚
を
本
性
と
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
法
蔵
が
和
合
門
と
呼
ん
で
い
る
も

の
は
「
起
信
論
』
の
生
滅
門
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
不
和
合
門
は
真
如
門
に
当

た
る
（
た
だ
し
『
起
信
論
』
に
は
不
和
合
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
）
。
真
如
で
あ
る
本

覚
は
不
覚
な
る
染
と
不
和
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
通
規
と
し
て
門
を

分
け
て
論
ず
る
の
で
、
和
合
門
と
不
和
合
門
と
に
区
別
さ
れ
る
と
、
断
絶
の
面
が
強
調

さ
れ
す
ぎ
る
が
、
そ
の
真
意
は
本
覚
が
不
覚
と
非
一
非
異
に
和
合
し
て
不
覚
を
不
覚
た

ら
し
め
る
根
拠
で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時
に
本
覚
自
ら
は
本
性
清
浄
と
し
て
雑
染
と
清
浄

の
根
拠
を
も
超
越
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
次
注
参
照
）
。
衆
生
位
に
対
し
て
、
覚
を
実

現
し
た
仏
地
は
覚
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
造
の
中
で
は
「
本
覚
の
義
は
始
覚
の
義
に
対

し
て
説
き
、
始
覚
は
即
ち
本
覚
に
同
ず
る
を
以
て
な
り
」
（
五
七
六
中
1
4
1
1
5
)
と
な

る
。
覚
は
「
不
覚
に
依
る
が
故
に
始
覚
有
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
不
覚
を
破
っ
て
初
め
て

覚
る
宗
教
的
体
験
で
あ
る
が
、
「
始
覚
は
別
に
初
め
て
起
こ
る
こ
と
無
し
」
（
二
六
0
上

10)
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
体
験
で
は
な
く
、
本
覚
の
実
現
で
あ
り
、
本
来
覚
っ
て

い
る
こ
と
の
自
覚
に
他
な
ら
な
い
。
法
蔵
は
後
に
そ
の
こ
と
を
「
和
合
識
の
内
の
生
減

相
を
破
し
、
其
の
不
生
滅
の
性
を
顕
わ
す
」
（
二
六
0
上
5
)
と
い
う
。

（
二
）
第
一
句
の
注
釈
(131
頁
4
行
以
下
）
で
法
蔵
は
、
衆
生
位
に
あ
る
衆
生
心
が
染
浄
の
和

合
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
第
二
句
の
注
釈
で
は
、
世
問
法
と
出
世
問
法
を
摂
す

る
と
い
う
『
起
信
論
』
の
論
点
に
合
わ
せ
て
、
衆
生
心
が
染
の
衆
生
位
と
浄
の
仏
地
と
に

共
通
す
る
同
一
の
根
拠
（
染
浄
同
依
）
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
体
相
無
擬
と
い
う

の
は
、
染
浄
同
依
の
成
立
の
論
拠
で
、
体
、
即
ち
心
真
如
と
相
、
即
ち
性
功
徳
と
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
衆
生
位
に
も
円
満
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
要
す
る

に
、
雑
染
も
清
浄
も
、
衆
生
心
の
「
転
」
に
す
ぎ
な
い
。
返
流
の
始
覚
は
唯
識
派
の
「
不

顛
倒
の
円
成
実
」
に
当
た
り
、
不
変
の
本
覚
は
「
不
変
異
(avikiira)
の
円
成
実
」
に
当
た

る
。
「
同
依
」
と
こ
の
「
不
変
」
は
具
体
的
に
は
144
頁
4
行
以
下
に
、
真
如
が
平
等
で
、
不

増
不
減
で
あ
る
体
大
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
句
の
注
で
注
目
す
べ
き
は
不
変

の
本
覚
を
含
め
て
、
覚
の
動
的
な
構
造
を
生
減
門
と
し
、
真
如
門
と
し
て
い
な
い
点
で

あ
る
。
前
注
で
は
和
合
門
を
生
滅
門
、
不
和
合
門
を
真
如
門
と
し
た
が
、
こ
こ
で
法
蔵

は
本
覚
と
始
覚
を
生
減
門
に
含
め
、
真
如
門
の
体
を
さ
ら
に
超
絶
し
た
も
の
と
す
る
。

(141
頁
下
段
に
続
く
）
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一
心
「
起
信
論
」
「
顕
示
正
義
と
は
、
一
・
心

の
法
に
依
り
て
二
種
の
門
有
り
」
（
五
七
六
上

5
)
、
「
一
切
法
は
本
よ
り
己
釆
、
言
説
の
相

を
雛
れ
〔
中
略
〕
唯
だ
是
れ
一
心
の
み
。
故

に
真
如
と
名
づ
く
」
（
五
七
六
上
―

-
1
-

三）。
別
「
別
し
て
立
て
る
」
(
-
三
六
頁
二
行
）

責
む
る
「
総
を
資
め
て
難
を
立
つ
」
（
本
頁

五
行
）

意
を
釈
し
て

r
起
信
論
』
の
本
文
で
は
「
何

を
以
て
の
故
に
」
と
い
う
問
資
が
ど
う
し
て

こ
こ
で
な
さ
れ
た
の
か
、
曖
昧
で
あ
る
。
そ

こ
で
問
責
の
意
味
を
解
説
し
、
そ
れ
に
答
釈

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
解
意
」
で
あ
れ
ば
意

を
解
く
。

具
さ
に
三
大
を
示
す
「
海
東
疏
」
「
有
体
相

用
」
（
二
0
六
中
4
)
、
「
海
東
別
」
「
亦
有
相

用
」
（
ニ
ニ
六
下
1
9
)
。
「
亦
」
は
体
だ
け
で
な

く
相
用
も
、
の
意
で
あ
ろ
う
。

①
示
11
宗
【
底
】
（
大
正
蔵
に
宗
と
あ
る

が
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
諸
版
に
よ
り
示

と
改
め
た
。
）

故
依
此
一
心
得
顕
三
大
之
義
也
。

門
。
輿
如
門
中
示
大
乗
證
。
生
滅
門
中

①
 

具
示
三
大
。
大
乗
之
義
莫
過
是
三
。
是

此
繹
初
意
也
。
又
心
法
雖
一
。
而
有

能
顕
也
。
以
麿
染
之
時
。
則
無
浮
用
故
。

廣
。
如
何
此
心
能
示
於
義
。

詞
術
罷
故
。

前
中
責
有
二
意
。

淫
~
。
大
乗
唯
淫
。
如
何
此
心
能
顕
大
乗

之
義
。
又
云
。
心
法
是
一
。
大
乗
義

繹
意
云
。
大
乗
雖
浮
。
相
用
必
封
染

成
。
故
今
生
滅
門
中
。
既
具
含
染
浮
。
故

一
云
。
心
通
染

何
以
故
。
是
心
員
如
相
。
即
示
摩

成。

＊
 

別
中
二
。
先
責
練
立
難
。
後
開
別
繹

也。 大
乗
三
大
之
義
。
故
名
此
心
以
為
法

法
名
。
謂
依
此
一
心
宗
本
法
上
。
顕
示

三
依
於
此
心
顕
示
大
乗
義
者
。
繹
其

三
に
此
の
心
に
依
り
て
大
乗
の
義
を
顕
示
す
と
は
、
其
の
法
の

(

I

)

 

名
を
釈
す
。
謂
く
、
此
の
一
心
の
宗
本
の
法
の
上
に
依
り
て
大
乗
の

三
大
の
義
を
顕
示
す
。
故
に
此
の
心
に
名
づ
け
て
以
て
法
と
為
す

Oc 5 

な
り
。

2
 

別
の
中
に
二
あ
り
。
先
に
総
を
責
め
て
難
を
立
て
、
後
に
別
を
開
き

（二）

て
釈
成
す
。

何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
心
の
真
如
の
相
は
、
即
ち
摩
詞
術
の
体

を
示
す
が
故
な
り
。

＊
 

前
の
中
に
、
責
む
る
に
二
意
あ
り
。
一
に
云
く
、
心
は
染
浄
に
通
じ

大
乗
は
唯
だ
浄
な
る
に
、
如
何
が
此
の
心
は
能
く
大
乗
の
義
を
顕
わ
す

ゃ
。
又
た
云
く
、
心
法
は
是
れ
一
に
し
て
、
大
乗
の
義
は
広
し
、
如
何

（三）

が
此
の
心
は
能
く
義
を
示
す
や
。

意
を
釈
し
て
云
く
、
大
乗
は
浄
な
り
と
雖
も
、
相
用
は
必
ず
染
に
対
し

（四）

て
成
ず
。
故
に
今
、
生
滅
門
の
中
に
、
既
に
具
さ
に
染
浄
を
含
む
。
故
に

能
＜
顕
わ
す
な
り
。
染
を
廃
す
る
の
時
は
則
ち
浄
用
無
き
を
以
て
の
故

に
。
此
れ
初
意
を
釈
す
る
な
り
。
又
た
心
法
は
一
な
り
と
雖
も
而
も
二
門

有
り
。
真
如
門
の
中
に
は
大
乗
の
体
を
示
し
、
生
滅
門
の
中
に
は
具
さ
に

三
大
を
示
す
。
大
乗
の
義
は
是
の
三
に
過
ぐ
る
こ
と
莫
し
。
是
の
故
に
、

（五）

此
の
一
心
に
依
り
て
三
大
の
義
を
顕
わ
す
こ
と
を
得
る
な
り
。

七
〇

(138) 



(
-
）
「
法
の
名
を
釈
す
」
は
『
筆
削
記
』
が
「
法
は
即
ち
是
れ
名
な
り
」
（
三
二
六
下
10)
と
い
う

よ
う
に
、
衆
生
心
が
ど
う
し
て
法
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
衆
生
心

が
法
と
い
う
語
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
大
の
義
が
そ
れ
に
依
っ
て
顕
示
さ
れ
る

か
ら
だ
と
い
う
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
「
法
」
の
概
念
規
定
に
な
ぞ
ら
え
て
い
え
ば
、
大
乗
の

三
大
義
と
い
う
自
性
を
任
持
す
る
か
ら
法
と
い
う
名
称
で
表
現
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
『
曇
延
疏
j

は
第
三
句
が
第
二
句
の
義
を
釈
す
と
解
釈
す
る
。
短
い
第
三
句
が
長

い
第
二
句
の
義
を
釈
す
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
同
疏
は
第
二
句
を
「
解
釈
分
」
で
は
「
是

の
二
種
の
門
は
皆
な
各
々
継
じ
て
一
切
法
を
摂
す
」
と
解
釈
す
る
だ
け
な
の
に
、
第
三

句
の
解
釈
は
「
解
釈
分
」
の
「
『
心
真
如
と
は
j

已
下
を
生
じ
、
別
し
て
、
真
如
と
生
滅
の

二
門
を
釈
す
(
0
五
三
二
下
16)
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
解
釈
分
」
の
大
半
を
占
め
る
真
如

門
と
生
滅
門
の
別
釈
と
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
浄
影
疏
j

は
衆
生
心
と
い
う
大
乗

の
法
を
理
と
す
る
。
第
二
句
の
注
釈
で
「
此
く
の
如
き
の
理
は
諸
法
の
中
の
体
な
り
。

用
を
以
て
体
に
帰
す
。
故
に
則
ち
摂
す
と
言
う
」
（
一
七
九
上
15)
と
述
べ
て
、
衆
生
心

が
染
浄
の
一
切
法
の
体
で
あ
る
理
と
す
る
。
第
三
句
の
注
釈
で
は
、
「
其
の
立
義
を
明

か
す
、
此
の
心
の
理
の
故
に
、
此
に
依
り
て
義
を
明
か
す
」
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
第

二
句
が
、
衆
生
心
と
い
う
一
切
法
の
体
が
理
で
あ
る
の
で
、
そ
の
心
に
染
（
染
則
世

間
）
、
浄
（
浄
則
出
世
）
の
二
用
が
帰
属
す
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
心
に
よ
っ
て
義
を
立

て
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
で
も
第
三
句
は
「
立
義
分
」
の
「
立
義
」
が
大
乗
の

義
を
明
か
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
衆
生
心
と
い
う
法
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。

「
海
東
疏
」
は
第
二
句
で
は
衆
生
心
と
い
う
大
乗
の
法
が
一
切
法
の
自
体
で
あ
っ
て
、

一
切
法
に
個
別
の
自
体
を
認
め
た
任
持
自
性
の
小
乗
法
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
を
顕
わ

す
と
す
る
。
「
故
に
一
心
を
説
き
て
大
乗
の
法
と
為
す
。
所
以
に
此
の
心
法
に
依
り
て

大
乗
の
義
を
顕
わ
す
」
（
二
ニ
六
下
12)
と
い
う
『
海
東
別
』
の
注
釈
は
第
二
句
を
理
由
と

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
世
間
出
世
問
の
法
を
摂
す
れ
ば
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と

に
な
る
。
要
す
る
に
衆
生
心
は
大
乗
法
で
あ
る
か
ら
、
大
乗
の
法
に
よ
っ
て
大
乗
の
義

を
顕
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
二
）
以
下
の
二
意
と
二
釈
意
の
内
、
初
め
の
も
の
は
共
に
法
蔵
の
解
釈
で
あ
り
、
第
二
の5
 
3
 

ー

意
と
第
二
の
釈
意
は
「
海
東
疏
j

の
借
用
で
あ
る
。
第
一
意
と
そ
の
釈
意
に
つ
い
て
は

頁
補
注
（
三
）
参
照
。
第
二
の
『
海
東
疏
』
の
「
心
法
は
是
れ
一
に
し
て
大
乗
の
義
は
広
（
多
）

し
」
と
い
う
疑
問
の
論
拠
は
、
前
注
で
触
れ
た
よ
う
に
、
衆
生
心
が
一
心
で
あ
る
と
い
う

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

七

立
場
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
（
法
蔵
も
「
此
の
一
心
の
宗
本
の
法
」
と
い
っ
て
、
一
心
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
）
が
、
し
か
し
こ
の
「
海
東
疏
」
の
第
二
の
意
と
釈
意
は
一
心

と
三
大
と
い
、

2
早
な
る
数
の
違
い
と
い
う
表
面
的
な
無
意
味
な
問
答
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
解
釈
は
、
直
接
的
に
は
第
三
句
に
対
す
る
疑
問
と
そ
の
釈
意
を
加
え
た
こ
と
に
な

る
。
「
海
東
疏
」
は
「
何
の
義
を
以
て
の
故
に
直
に
是
の
心
に
依
り
て
大
乗
の
義
を
顕
わ
す

ゃ
。
故
に
何
以
故
と
言
っ
。
下
は
意
を
釈
し
て
云
く
」
（
二
0
六
中
2
1
3
)
で
あ
る
。

『
海
東
別
』
は
「
何
以
故
と
言
う
よ
り
下
は
意
を
解
し
て
云
く
」
（
二
ニ
六
下
18)
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
釈
意
は
次
に
く
る
真
如
相
と
生
滅
相
を
説
く
二
句
の
解
説
と
な
る
。
「
海
東

別
j

は
解
意
で
あ
る
か
ら
、
法
蔵
は
「
海
東
疏
』
の
「
釈
意
」
を
採
っ
た
こ
と
に
な
る
。

『
曇
延
疏
j

は
第
三
句
を
法
に
依
り
て
義
を
顕
わ
す
こ
と
と
し
、
こ
の
句
そ
の
も
の

は
、
心
法
に
三
種
の
義
が
有
る
の
で
、
大
乗
の
義
を
示
す
「
継
」
説
と
し
、
「
何
を
以
て

の
故
に
」
以
下
を
「
釈
」
説
と
す
る
。
さ
ら
に
同
疏
で
は
「
何
を
以
て
の
故
に
」
を
問
意
と

し
、
法
蔵
の
、
「
心
は
染
浄
に
通
じ
る
の
に
大
乗
は
唯
だ
浄
の
み
」
と
い
う
第
一
の
問
意

と
は
逆
に
「
衆
生
心
は
是
れ
世
法
な
れ
ば
、
但
だ
応
に
世
間
法
の
み
を
摂
す
べ
し
。
何

を
以
て
復
た
能
く
出
世
法
を
摂
せ
ん
」
と
問
と
す
る
。
同
疏
は
第
三
句
以
下
を
第
二
句

の
釈
と
す
る
か
ら
、
問
意
は
、
衆
生
心
は
世
法
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
「
一
切
の
世
間

と
出
世
間
の
法
を
摂
す
」
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
な
る
。

『
浄
影
疏
j

は
「
何
を
以
て
の
故
に
」
以
下
を
、
そ
の
前
の
三
句
を
正
釈
と
す
る
の
に
対

し
て
転
釈
（
伝
釈
は
誤
記
）
と
し
、
「
是
の
心
の
世
出
世
の
法
体
な
る
所
以
は
、
彼
の
前

の
第
二
句
に
之
を
釈
す
。
二
義
を
以
て
釈
す
」
（
一
七
九
上

19¥20)
と
い
う
の
で
、
直

接
的
に
は
第
二
句
が
正
釈
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
心
が
世
と
出
世
の
法
体
で
あ
る
こ
と

を
転
釈
す
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
「
一
心
」
が
「
大
乗
の
義
」
を
顕
示
す

る
こ
と
を
矛
盾
と
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
『
海
東
疏
』
及
び
「
海
東
別
』
函
g
心
法
是
一
。
大
乗
義
廣
（
多
）
。
以
何
義
故
。
直
依

是
心
顆
大
乗
義
。
故
言
何
以
故
」
（
二
0
六
中
1
1
3
、
ニ
ニ
六
下
16117)

（
四
）
「
海
東
疏
」
及
び
「
海
東
別
』
「
〔
云
〕
心
法
雖
一
。
而
有
二
門
。
員
如
門
中
。
有
大
乗

罷
。
生
滅
門
中
。
有
罷
（
亦
有
）
相
用
。
大
乗
之
義
〔
雖
多
〕
莫
過
是
三
（
罷
相
用
）
。
〔
故
〕

依
一
心
顆
大
乗
義
叫
」
（
二
0
六
中
3
1
5
、
ニ
ニ
六
下
1
8
1
2
0
)

（
五
）
相
用
は
法
蔵
の
場
合
は
、
浄
な
る
性
功
徳
と
報
身
と
化
身
と
し
て
は
た
ら
く
自
然
の

大
用
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
相
用
は
染
を
浄
化
す
る
功
徳
と
用
と
で
あ
る
か
ら
衆
生
位
に

お
い
て
の
み
相
と
用
と
し
て
成
り
立
つ
。
浄
の
み
の
境
地
で
は
そ
れ
ら
も
な
い
。
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①
已
11
以
【
慶
】
②
｀
心
11
以
【
龍
】

虔
＋
（
次
生
滅
者
以
下
文
）
【
慶
】

「
起
信
論
」
（
五
七
六
上

即
ち
是
れ
＿
法
界

7
1
)
 

復
た
次
に
、
真
如
と
は
、
・
・
・
「
起
信
論
」
（
五

七
六
上
2
4
1
)

姐
来
蔵
に
依
る
が
故
に
・
・
・
「
起
信
論
」
（
五

七
六
中
8
1
)

縁
由
「
海
東
疏
」
「
因
縁
」
（
二
0
六
中
1
0
)
、

「
筆
削
記
」
「
所
以
」
（
三
二
七
上
27)

復
た
次
に
｀
生
減
の
因
縁
「
起
信
論
」
（
五

七
七
中
3
1
)

状
「
海
東
疏
』
「
相
」
（
二
0
六
中
11)
、
「
筆

削
記
」
「
形
状
」
（
三
二
七
中
2
)

復
た
次
に
、
生
滅
の
相
と
は
「
起
信
論
」
（
五

七
七
下
2
6
1
)

分
。
能
所
不
同
。
故
不
云
即
也
。

か
ち
、
能
所
不
同
な
り
、
故
に
即
と
は
云
わ
ざ
る
な
り
。

生
滅
是
起
動
門
。
染
淫
既
異
。
詮
旨
又

り
。
生
滅
は
是
れ
起
動
門
に
し
て
、
染
浄
既
に
異
に
し
て
詮
旨
又
た
分

云
即
示
也
。
以
是
不
起
故
。
唯
示
罷
也
。

う
な
り
。
是
れ
不
起
な
る
を
以
て
の
故
に
、
唯
だ
体
の
み
を
示
す
な

所
顕
罷
大
。
無
有
異
相
。
詮
旨
不
別
故
。

右
能
示
者
。
以
慎
如
是
不
起
門
。
興
彼

何
故
箕
如
門
中
云
即
示
。
生
滅
門
中

生
滅
門
。
起
下
依
如
来
蔵
故
有
生
滅
心

＊
 已
下
文
也
。
因
縁
者
。
生
滅
縁
由
。
故

＊
 

起
下
復
次
生
滅
因
縁
已
下
文
也
。
言
相

何
の
故
に
真
如
門
の
中
に
は
即
示
と
云
い
、
生
滅
門
の
中
に
は
能
示

(
-
―
-
）
 

と
云
う
と
な
ら
ば
、
真
如
は
是
れ
不
起
門
に
し
て
、
彼
の
所
顕
の
体
大

（四）

と
異
相
有
る
こ
と
無
く
、
詮
旨
別
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
即
示
と
云

者
。
生
滅
之
状
。
故
起
下
復
次
生
滅
相

＊

③

 

者
已
下
文
也
。

自
罹
相
用
故
。

②
 

是
心
生
滅
者
。
随
薫
髪
動
故
。
穂
暴

と
用
と
を
示
す
が
故
な
り
。

是
心
生
減
因
縁
相
。
能
示
摩
阿
術

相
。
起
下
復
次
慎
如
者
依
言
説
分
別

拿

已
下
文
也
。

立
別
門
中
。
言
是
心
員
如
者
。
穂

畢
慎
如
門
。
起
下
文
中
即
是
一
法
界

①
 已
下
文
也
。
言
相
者
。
即
是
箕
如

別
門
を
立
つ
る
中
に
、
是
の
心
の
真
如
と
言
う
は
、
総
じ
て
真
如

門
を
挙
げ
、
下
の
文
の
中
の
「
即
ち
是
れ
一
法
界
」
已
下
の
文
を
起

こ
す
な
り
。
相
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
真
如
の
相
に
し
て
、
下
の
「
復

た
次
に
、
真
如
と
は
、
言
説
に
依
り
て
分
別
す
れ
ば
」
已
下
の
文
を

（こ

起
こ
す
な
り
。

是
の
心
の
生
滅
の
因
縁
の
相
は
、
能
＜
摩
阿
術
の
自
の
体
と
相

是
の
心
の
生
滅
と
は
、
薫
に
随
い
て
変
動
す
る
が
故
に
、
総
じ
て

生
滅
門
を
挙
げ
、
下
の
「
如
来
蔵
に
依
る
が
故
に
生
滅
心
有
り
」
已

下
の
文
を
起
こ
す
な
り
。
因
縁
と
は
生
滅
の
縁
由
な
り
。
故
に
下
の

「
復
た
次
に
、
生
滅
の
因
縁
」
已
下
の
文
を
起
こ
す
な
り
。
相
と
言
う

は
生
滅
の
状
な
り
。
故
に
下
の
「
復
た
次
に
、
生
滅
の
相
と
は
」
已

（二）

下
の
文
を
起
こ
す
な
り
。

七

(140) 



（
一
）
こ
の
一
節
は
借
用
で
あ
り
、
「
解
釈
分
」
の
対
応
箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
『
海
東
疏
』
（
二
0
六
中
5
1
8
)
、
『
海
東
別
』
（
二
ニ
六
下
2
1
1
2
4
)
。

言
是
心
員
如
者
。
継
畢
員
如
門
。
〔
即
〕
起
下
即
是
一
法
界
以
下
文
割
。
汎
言
相

者
。
魁
員
如
相
。
起
下
復
次
員
如
者
依
言
説
州
躙
有
二
種
以
下
文
叫
゜

（
二
）
こ
の
一
節
も
借
用
。
主
と
し
て
対
応
箇
所
の
指
摘
に
過
ぎ
な
い
。
『
海
東
疏
』
（
二
〇

六
中
8
1
1
2
)
、
『
海
東
別
』
（
二
ニ
六
下
2
5
1
ニ
ニ
七
上
1
)
。

言
是
心
生
滅
者
。
線
畢
生
滅
門
。
起
下
依
如
束
蔵
故
有
生
滅
心
以
下
文
。
言
因
縁

者
。
是
生
滅
因
縁
。
起
下
復
次
生
滅
因
縁
以
下
文
制
。
渕
言
相
者
。
是
生
滅
相
。

起
下
復
次
生
滅
〔
相
〕
者
以
下
文
叫
゜

こ
の
な
か
で
「
隧
薫
変
動
故
」
は
法
蔵
の
挿
入
で
あ
り
、
心
の
生
滅
が
心
の
随
薫
変
動
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
文
で
、
続
く
「
練
畢
」
以
下
の
『
起
信
論
』
の
構
成
の
説
明
と
は
直
接

関
係
が
な
い
の
で
、
書
き
下
し
は
「
黛
に
随
い
て
変
動
す
る
が
故
に
し
て
」
と
し
た
。

（
三
）
『
起
信
論
』
で
は
真
如
に
関
し
て
は
「
是
の
心
の
真
如
相
は
即
ち
摩
詞
術
の
体
を
示
す
」

と
、
「
即
ち
示
す
」
と
い
い
、
生
滅
に
関
し
て
は
、
「
是
の
心
の
生
滅
因
縁
の
相
は
能
＜

摩
詞
術
の
自
の
体
と
相
と
用
と
を
示
す
」
と
、
「
能
く
示
す
」
と
い
う
。
彼
以
前
の
注
釈

者
が
見
逃
し
た
こ
の
違
い
に
法
蔵
が
注
目
し
た
の
は
、

137
頁
補
注
（
二
）
、
（
三
）
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
真
如
門
に
お
け
る
体
で
あ
る
真
如
と
生
滅
門
に
お
け
る
体
で
あ
る
本
覚

と
を
区
別
し
た
真
如
観
に
よ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
真
如
を
不
起
門
、

生
滅
を
起
動
門
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
水
波
の
比
喩
に
基
づ
く
命
名
で
あ
ろ

う
。
水
は
風
に
よ
っ
て
起
こ
り
動
い
て
、
水
波
に
転
ず
る
。
そ
の
水
波
の
状
態
を
起
動

門
と
名
づ
け
、
そ
れ
に
対
し
て
水
そ
の
も
の
、
不
生
不
滅
の
真
如
を
不
起
門
と
名
づ
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
法
蔵
は
こ
の
問
題
を
重
視
し
て
い
た
よ
う
で
、
「
解
釈
分
」
で

「
第
二
に
生
滅
門
を
釈
す
る
」
の
冒
頭
で
「
何
の
故
に
真
如
門
の
中
に
所
示
の
義
大
を
弁

ぜ
ず
、
生
滅
門
の
中
に
具
さ
に
所
示
の
大
義
を
弁
ず
る
や
」
（
二
五
四
中
15116)
と
問

ぃ
、
こ
の
箇
所
の
文
言
と
ほ
ぽ
同
じ
、
「
真
如
門
は
即
ち
大
乗
の
体
を
示
し
、
能
所
分

か
た
ず
、
詮
旨
別
な
ら
ざ
る
を
以
っ
て
の
故
に
弁
ぜ
ざ
る
な
り
。
生
滅
門
の
中
は
染
浄

ー
な
ら
ず
、
法
義
殊
な
る
こ
と
あ
る
が
故
に
、
具
さ
に
之
れ
を
説
く
。
上
の
立
義
分
の

な
か
の
真
如
門
内
に
は
、
「
即
示
」
と
云
い
、
生
減
門
の
中
に
は
、
「
能
示
」
と
云
う
は
、

羹
此
に
在
る
な
り
。
」
（
二
五
四
中
1
7
1
2
0
)
と
答
え
て
い
る
。
「
是
の
心
の
真
如
の
相

は
、
即
ち
摩
詞
術
の
体
を
示
す
」
と
い
う
命
題
の
主
辞
で
あ
る
心
真
如
は
能
顕
で
あ

り
、
賓
辞
の
大
乗
の
体
、
即
ち
体
大
は
所
顕
で
あ
る
。
そ
の
能
顕
と
所
顕
は
『
起
信
論
j

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

七

が
真
如
門
で
強
調
す
る
よ
う
に
無
相
で
あ
る
か
ら
別
の
も
の
で
は
な
い
。
所
示
で
な
く

所
顕
を
用
い
た
の
は
、
法
蔵
は
同
じ
科
文
を
「
所
示
の
義
を
弁
ず
」
（
二
五
四
中
14)
と

「
所
顕
の
義
大
を
釈
す
」
（
二
七
三
中
7
1
8
)
と
言
い
換
え
て
い
る
の
で
、
単
な
る
同
義

語
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
所
顕
の
体
大
」
は
134
頁
1
3
1
1
4
行
の
「
宗
に
依
り
て

6
 

顕
さ
る
る
所
の
差
別
の
義
理
」
、

3
頁
8
行
の
「
所
顕
の
義
」
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
こ

ー

の
場
合
は
真
如
門
な
の
で
（
三
大
の
）
義
の
中
の
体
大
だ
け
を
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
厳

密
に
い
え
ば
体
大
と
も
い
え
な
い
が
。

（
四
）
大
乗
仏
教
で
は
言
葉
に
対
応
す
る
外
界
の
実
体
（
語
義
）
は
な
い
。
教
脱
は
詮
に
依
っ

て
（
詮
を
廃
し
て
）
旨
を
談
ず
る
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
言
詮
に
よ
っ
て
（
言
詮
を

否
定
す
る
こ
と
で
）
趣
旨
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
「
真
如
相
は
即
ち
大
乗
の
体
を
示
す
」

と
い
う
命
題
の
場
合
、
命
題
の
主
辞
の
言
詮
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
趣
旨
と
、
賓
辞

の
言
詮
の
趣
旨
は
言
詮
は
別
で
あ
る
が
、
趣
旨
は
別
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
反
し
て
「
生
滅
の
因
縁
相
は
能
＜
摩
詞
術
の
自
の
体
と
相
と
用
と
を
示
す
」
と
い

う
命
題
の
場
合
は
、
主
辞
が
示
す
趣
旨
と
、
賓
辞
が
示
す
趣
旨
が
別
々
で
あ
る
。
即

ち
、
能
顕
で
あ
る
主
辞
と
所
顕
の
賓
辞
の
相
が
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

(137
頁
補
注
の
続
き
）

そ
れ
は
『
起
信
論
」
で
い
え
ば
離
言
真
如
で
あ
る
か
ら
、
生
減
に
対
す
る
真
如
と
い
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、
如
実
空
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
超
越
が
外
へ
で

な
く
、
自
己
自
身
へ
の
、
自
己
の
内
へ
の
超
越
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
法
蔵
は
、
真
如

門
で
は
錯
融
含
摂
で
染
浄
不
殊
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
華
厳
教
学
の
真
如
観

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
真
如
門
で
は
単
に
別
の
染
と
浄
と
が
和
合
す
る
の
で

な
く
、
染
と
浄
が
各
々
無
相
と
し
て
完
全
に
―
つ
に
溶
け
あ
っ
て
い
て
、
も
は
や
染
で

も
浄
で
も
な
い
一
如
、
即
ち
一
真
如
と
し
て
（
溶
融
11
消
和
／
三
二
六
中
29)
含
摂
さ
れ

る
。
こ
う
し
て
法
蔵
は
生
滅
門
と
し
て
も
真
如
門
と
し
て
も
染
と
浄
の
一
切
法
を
摂
す

る
と
い
う
。
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①
此
＋
（
也
）
【
慶
、
統
】

統

】

③

畢

11
章
【
続
】

自
の
体
と
相
と
用
『
泊
東
疏
』
及
び
『
海
棗

別
」
「
月
能
不
攣
村
桁
（
大
東
）
自
罷
者
。
叫

是
生
減
門
内
之
本
曼
廿
’
生
疵
之
艦
。
（
本
覺

即
是
〕
生
減
之
因
。
是
故
在
（
示
）
於
生
誡

門
内
〔
也
〕
」
（
二
0
六
中
1
2
1
1
4
、
ニ
ニ
七

t

2
1
3
)
 

本
覚
本
覚
は
・
心
生
減
門
に
含
ま
れ
、
『
起
信

色
の
中
心
概
念
の

一
っ
。
天
台
本
覚
論
な

ど
中
国
・
日
本
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え

こ
。
f
 
翻
染
の
浄
相
「
筆
削
記
j

「
浄
相
即
相
大
。
謂

大
智
慧
光
明
義
等
」
（
三
二
七
下
1
2
1
1
3
)
。大

智
慧
光
明
義
等
は
、
法
蔵
が
「
義
大
J

を
説

く
と
す
る
「
起
信
論
j

の
「
真
如
自
体
相
と

は
」
（
五
七
九
上
15)
以
下
に
見
え
る
。

随
染
の
業
用
『
斑
削
記
」
「
業
用
即
用
大
。
謂

報
化
二
身
等
」
（
三
二
七
下
1
4
1
1
5
)
。
報
化

二
身
は
「
起
信
論
」
で
「
真
如
用
」
を
説
く

中
に
見
え
る
（
五
七
九
中
2
0
1
下
3
)
。

蒻
大
「
言
う
所
の
義
と
は
則
ち
三
種
有
り
」

(144
頁
1
行
）
を
指
す
が
、
元
暁
、
法
蔵
の
科

文
で
は
「
乗
」
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る

の
で
、
曖
昧
な
「
義
大
」
を
用
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

下
の
文
「
起
信
論
」
本
文
（
大
正
三
二
、
五

七
九
上
12
以
下
）
を
指
す
。

此
の
中
に
二
有
り
「
海
東
疏
」
及
ぴ
「
海
東

別
」
「
於
（
此
）
中
亦
二
。
初
明
（
一
顕
）
大

義
。
次
顕
（
二
明
）
乗
義
」
（
二
0
六
中
2
3
1

2
4
、
ニ
ニ
七
上
1
3
1
1
4
)

標
「
標
」
と
は
、
次
頁
冒
頭
の
「
言
う
所
の

義
と
は
、
則
ち
三
種
有
り
」
を
指
す
で
あ
ろ

゜
、つ

②
〔
於
〕
【
慶
、

義
大
者
。
起
下
文
復
次
慎
如
自
罷
相

拿

者
已
下
文
也
。
此
中
有
二
。
先
辣
大
。

後
繹
乗
。
前
中
亦
二
。
先
標
後
繹
゜

起
。
故
起
中
具
三
大
。
餘
如
下
説
。

③
 

繹
法
畢
覚
。

是
起
動
門
。
起
必
頼
不
起
。
起
含
不

由
無
有
起
故
。
所
以
唯
示
罷
。
生
滅

如
是
不
起
門
。
不
起
不
必
由
起
立
。

門
中
。
頚
非
別
外
。
故
云
自
也
。
問
員

如
門
中
直
云
罷
。
生
滅
門
中
乃
云
自
罷

自
骰
相
用
者
。
骰
請
生
減
門
中
本
覺

之
義
。
是
生
滅
之
自
罷
生
滅
之
因
故
。

．
 

在
生
滅
門
中
亦
辮
罷
也
。
翻
染
之
浮
相

．
 

及
随
染
之
業
用
。
並
在
此
門
中
。
故
具

論
耳
。
是
故
下
文
繹
生
滅
門
内
。
具
顕

●

①
 

所
示
三
大
之
義
。
意
在
於
此
。
何
故
慎

等
者
。
以
所
示
三
大
義
還
在
能
示
生
滅

如
是
不
起
門
。
但
示
於
罷
者
。
生
滅

R
 

是
起
動
門
。
應
唯
示
於
相
用
。
答
慎

自
の
体
と
相
と
用
と
は
、
体
は
謂
く
、
生
減
門
の
中
の
本
覚
の
義
な

り
C

是
れ
生
減
の
自
体
、
生
減
の
因
な
る
が
故
に
、
生
滅
門
の
中
に
在

り
て
亦
た
体
を
弁
ず
。
翻
染
の
浄
相
と
及
び
随
染
の
業
用
と
は
並
び
に

此
の
門
の
中
に
在
る
が
故
に
、
具
さ
に
論
ず
る
の
み
。
是
の
故
に
、
下

の
文
に
生
滅
門
を
釈
す
る
内
に
、
具
さ
に
所
示
の
三
大
の
義
を
顕
わ
す

こ

こ

た

こ
と
、
意
此
に
在
り
。
何
の
故
に
真
如
門
の
中
に
は
直
だ
体
と
云
い
、

生
滅
門
の
中
に
は
乃
ち
自
の
体
等
と
云
う
と
な
ら
ば
、
所
示
の
三
大
の

義
は
還
り
て
能
示
の
生
滅
門
の
中
に
在
り
て
、
別
に
外
に
非
ざ
る
こ
と

を
顕
わ
す
を
以
て
の
故
に
自
と
云
う
な
り
。
問
う
、
真
如
は
是
れ
不
起

門
に
し
て
但
だ
体
の
み
を
示
せ
ば
、
生
減
は
是
れ
起
動
門
な
れ
ば
、
応

（二）

に
唯
だ
相
・
用
の
み
を
示
す
べ
し
。
答
う
、
真
如
は
是
れ
不
起
門
に
し

て
、
不
起
は
必
ず
し
も
起
に
由
り
て
立
た
ず
。
起
こ
る
こ
と
有
る
こ
と

無
き
に
由
る
が
故
に
。
所
以
に
唯
だ
体
の
み
を
示
す
。
生
滅
は
是
れ
起

動
門
に
し
て
、
起
は
必
ず
不
起
に
頼
る
。
起
は
不
起
を
含
む
が
故
に
、

起
の
中
に
三
大
を
具
す
。
余
は
下
に
説
く
が
如
し
。
法
を
釈
す
る
こ
と

畢
く
覚
ん
ぬ
。

義
大
と
は
、
下
の
文
の
「
復
た
次
に
、
真
如
の
自
の
体
と
相
と
」
已

拿

下
の
文
を
起
こ
す
。
此
の
中
に
二
有
り
。
先
に
大
を
弁
じ
、
後
に
乗
を

釈
す
。
前
の
中
に
亦
た
二
あ
り
。
先
に
標
、
後
に
釈
な
り
。

七
四

251a 
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（
一
）
真
如
相
に
「
体
」
、
生
滅
因
縁
相
に
「
自
体
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
最
初
に
注

目
し
た
の
は
元
暁
で
あ
る
。
彼
は
「
真
如
門
の
中
に
は
直
ち
に
大
乗
の
体
と
言
い
、
生
減

門
の
中
に
は
乃
ち
自
体
と
云
う
は
、
深
き
所
以
有
り
（
所
以
無
き
に
不
ず
）
。
下
の
釈
の

中
に
至
り
て
其
の
義
自
ず
か
ら
顕
わ
る
な
り
」
（
二
0
六
中
1
4
1
1
6
、
ニ
ニ
七
上
4
1
5
)

と
い
う
よ
う
に
、
体
と
自
体
の
使
い
分
け
に
は
深
い
理
由
が
あ
る
と
い
い
な
が
ら
も
、

そ
の
違
い
を
明
確
に
示
し
て
は
い
な
い
（
彼
が
果
た
し
て
深
い
理
由
が
本
当
に
あ
る
と
考

え
て
い
た
か
疑
わ
し
い
。
次
の
補
注
（
二
）
の
冒
頭
に
引
用
し
た
『
海
東
疏
』
で
は
自
体
を

体
と
区
別
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
）
。
そ
も
そ
も
『
起
信
論
」
が
論
全
体
で
体
と
自
体

を
明
確
に
意
識
し
て
使
い
分
け
て
い
る
と
は
思
え
な
い
（
『
起
信
論
』
の
用
例
に
つ
い
て
は

吾
妻
五
八
1
六
0
頁
参
照
）
。
『
起
信
論
』
だ
け
で
な
く
法
蔵
も
『
義
記
』
で
全
て
の
場
合
に

「
自
体
」
と
「
体
」
を
区
別
し
て
解
釈
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

元
暁
以
前
の
注
釈
書
で
も
『
曇
延
疏
』
は
「
随
文
解
釈
」
で
は
『
起
信
論
』
に
従
っ
て
、
真

如
の
場
合
は
「
体
」
、
生
滅
の
湯
合
は
「
自
体
相
用
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
彼

自
身
の
「
三
大
」
観
と
し
て
は
、
、
．
頁
補
注
（
三
）
で
示
し
た
よ
う
に
三
大
を
す
べ
て
真
如

の
体
、
真
如
の
相
、
真
如
の
用
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
「
体
」
と
「
自
体
」
の
違

い
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
『
浄
影
疏
』
は
法
と
義
や
体
相
用
と
い
う
『
起
信
論
』
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
全
く
無
視
し
て
、
法
と
義
を
理
と
事
を
背
景
と
す
る
体
と
用
と
し
て
解
釈
し
て

い
る
。
「
自
体
相
用
」
の
注
釈
の
中
で
は
、
『
起
信
論
』
の
文
そ
の
も
の
を
「
文
の
中
に
即

示
摩
詞
術
体
相
用
と
云
う
が
故
に
」
（
一
七
九
上
25)
と
自
体
を
体
と
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
体
相
用
を
も
「
用
は
是
れ
正
し
き
義
に
し
て
、
体
相
従
い
来
る
」
（
一

七
九
上
25)
と
述
べ
て
、
生
滅
門
が
用
だ
け
で
な
く
、
三
大
の
義
さ
え
も
用
だ
け
だ
と

す
る
。
同
疏
が
『
起
信
論
』
の
体
大
、
相
大
に
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
な
い
の
も
そ
の
こ

と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

法
蔵
が
こ
こ
で
「
自
」
の
意
味
を
「
所
示
の
三
大
の
義
は
還
り
て
能
示
の
生
減
門
の
中
に

在
る
を
以
て
、
別
に
外
に
非
ざ
る
こ
と
を
著
わ
す
が
故
に
、
自
を
云
う
な
り
」
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
周
知
の
通
り
「
自
の
」
と
読
み
、
「
生
滅
門
の
」
と
い
う
意
味
を
そ
こ
に
盛
り
込
ん

で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
漢
文
の
語
法
と
し
て
は
破
格
で
あ
る
（
吾
妻

五
六
頁
）
が
、
し
か
し
体
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
『
曇
延
疏
』
の
よ
う
に
三
大
を
真
如
の
体

相
用
と
す
る
の
に
対
し
て
、
生
滅
相
（
門
）
の
中
に
在
り
、
生
滅
門
の
外
に
別
に
あ
る
の
で

は
な
い
こ
と
、
即
ち
体
相
用
は
衆
生
位
に
お
い
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
『
曇
延
疏
』
等
は
真
如
観
が
違
う
か
ら
、
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

七
五

（
二
）
『
海
東
疏
』
は
「
大
の
義
の
体
大
と
は
真
如
門
に
在
り
、
相
用
の
二
大
は
生
滅
門
に
在

り
。
生
減
門
の
内
に
も
亦
自
体
有
れ
ど
も
、
但
だ
体
の
相
に
従
え
る
を
以
て
の
故
に
説

か
ざ
る
な
り
」
（
二
0
六
中
25127)
と
い
う
。
こ
の
前
半
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
『
海
東

疏
』
は
体
大
を
真
如
門
、
相
用
を
生
減
門
に
あ
る
と
い
う
。
法
蔵
の
問
は
こ
の
よ
う
な

見
解
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
現
代
の
研
究
者
に
も
見
ら
れ
る

（
望
月
①
三
六
六
頁
、
吉
田
三
四
0
頁
）
。
『
起
信
論
』
の
「
自
体
相
用
」
を
「
大
乗
自
体
の

相
と
用
」
と
解
し
、
三
大
の
所
説
の
体
大
を
真
如
門
、
相
大
と
用
大
を
生
滅
門
と
配
す

れ
ば
、
そ
う
解
釈
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
浄
影
疏
j

は
真
如
（
九
識
）
を

体
、
生
滅
（
八
識
）
を
用
と
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
法
蔵
の
よ
う
に
真
如

の
内
在
性
と
真
如
の
超
越
性
を
厳
密
に
区
別
し
、
超
越
せ
る
真
如
を
真
如
門
と
す
る
立

場
で
は
、
内
在
的
根
拠
と
し
て
の
真
如
が
生
滅
門
に
在
っ
て
始
め
て
生
減
門
が
成
立
す

る
。
換
言
す
れ
ば
衆
生
心
、
即
ち
如
来
蔵
に
よ
っ
て
生
減
、
染
浄
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
法
蔵
は
そ
れ
を
真
如
門
が
不
変
の
本
覚
を
も
超
越
し
た
不
起
で
あ
る

こ
と
、
不
起
が
起
に
依
存
す
る
門
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
示
す
。
そ
れ
に
反
し
て
起
動

門
即
ち
生
滅
門
で
は
生
滅
門
の
体
で
あ
る
本
覚
を
根
拠
と
し
て
起
即
ち
不
覚
も
始
覚
も

成
立
す
る
。
従
っ
て
翻
染
の
浄
相
も
随
染
の
業
用
を
も
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

（
三
）
『
起
信
論
j

は
「
言
う
所
の
義
と
は
則
ち
三
種
有
り
」
と
い
う
の
で
、
義
は
体
相
用
の
三

大
だ
け
を
意
味
し
、
「
乗
」
を
含
め
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
「
解
釈
分
」
で
は

真
如
の
用
は
少
な
く
と
も
乗
の
「
諸
仏
の
本
乗
せ
し
所
」
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
、
乗
も

三
大
の
中
の
用
大
に
含
ま
れ
る
と
も
い
え
る
。
『
曇
延
疏
』
は
「
生
…
善
因
果
故
」
を
「
解

釈
分
」
の
中
の
「
復
た
次
に
真
如
の
用
と
は
」
（
五
七
九
中
9
)
以
下
に
見
ら
れ
る
「
自
然
而

有
不
思
議
業
種
種
之
用
」
等
の
文
に
相
当
す
る
と
し
、
「
一
切
諸
佛
本
所
乗
故
」
を
同
じ

「
真
如
の
用
」
の
「
如
来
本
在
因
地
登
大
慈
悲
」
等
の
文
に
当
た
る
と
し
、
「
乗
」
を
用
大
に

含
め
て
解
釈
し
て
い
る
（
五
三
四
下
13
以
下
）
。
こ
れ
が
『
起
信
論
』
の
真
意
を
つ
い
た
解

釈
で
あ
ろ
う
。
『
浄
影
疏
』
は
「
義
」
に
つ
い
て
は
科
文
を
示
さ
ず
、
た
だ
「
用
大
」
を
詳
し

く
説
明
（
一
七
五
中
、
補
注
(
-
)
参
照
）
し
、
「
一
切
諸
佛
本
所
乗
故
」
以
下
を
「
人
に
就

い
て
以
て
顕
わ
す
」
と
し
、
衆
生
心
に
よ
っ
て
仏
も
成
仏
で
き
た
、
即
ち
、
成
仏
も
大

乗
の
用
だ
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
義
を
三
種
と
し
た
『
起
信
論
』
の
意
図
と
は
別
に
、
大

と
乗
と
に
分
け
て
解
釈
し
た
の
は
元
暁
で
あ
る
。
彼
は
「
〔
言
う
所
の
義
と
は
、
已
下

は
〕
第
二
に
立
義
章
門
」
と
し
、
頭
注
の
よ
う
に
大
と
乗
と
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
と
い

う
科
文
を
作
っ
て
い
る
。
法
蔵
も
こ
れ
に
従
う
。
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①
〔
大
〕
【
版
、
龍
、
旭
】

【
慶
、
続
】

体
大
「
唐
訳
」
「
一
体
大
。
謂
一
切
法
真
如

在
染
在
浄
性
恒
平
等
無
増
無
減
無
別
異
故
」
。

平
等
不
増
減
の
法
蔵
の
説
明
は
、
こ
の
唐
訳

の
敷
＇
釘
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

真
性
こ
こ
は
真
如
門
で
な
い
の
で
、
生
滅

門
の
中
の
体
を
意
識
的
に
使
い
分
け
て
真
性

と
よ
ん
だ
の
か
。

性
徳
性
功
徳

(10
行
目
）
の
略
。

水
の
八
徳
八
功
徳
水
。
二
種
の
説
が
あ
る

が
、
「
筆
削
記
」
に
よ
れ
ば
、
甘
．
冷
．
軟
．

軽
•
清
・
不
臭
・
飲
不
傷
喉
・
不
傷
腹
と
い

う
八
つ
の
特
性
（
「
筆
削
邑
三
二
八
中
1
4
1

16)
。

隠
染
業
幻
「
宗
密
疏
」
及
び
「
筆
削
記
」
「
随

染
業
行
」
（
上
之
一
、
十
三
丁
左
、
三
二
八
中

17) 
世
善
「
筆
削
記
」
は
「
＋
善
」
（
三
二
八
中

26)
と
し
、
世
善
を
十
善
業
道
と
解
釈
し
て

い
る
。

出
世
（
「
筆
削
記
j

の
出
也
は
出
世
の
誤
（
三

ニ
八
中
27)
。
「
筆
削
記
」
は
こ
れ
を
「
令
厭

生
死
、
楽
求
涅
槃
、
此
皆
無
漏
、
超
過
三
界

故
」
（
三
二
八
中
28)
と
説
明
す
る
。

下
の
文
「
筆
削
記
」
も
「
下
文
用
大
広
顕
其

相
」
（
三
二
八
下
1
)
と
だ
け
言
っ
て
特
定
し

て
い
な
い
。
「
起
信
論
」
の
「
復
た
次
に
真
如

の
用
と
は
」
以
下
に
見
ら
れ
る
報
応
二
身
の

説
（
五
七
九
中
2
0
以
下
）
あ
た
り
を
指
す
か
。

②
徳
＋
（
也
）

用
。
報
化
二
身
施
細
之
用
。
令
諸
衆
生

者
用
大
。
能
生
一
切
世
間
出
世

三
に
は
用
大
、
能
く
一
切
の
世
間
と
出
世
間
と
の
善
の
因
果
を

ざ
る
が
如
し
。

相
大
者
。
二
種
如
来
蔵
中
不
空
之

②
 

義
。
謂
不
異
罷
之
相
。
故
云
性
徳
。
如

故
な
り
。

平
等
不
増
減
故
。

繹
中
三
。
初
罷
者
。
直
性
深
廣
。
凡

聖
染
浮
皆
以
為
依
。
故
受
大
名
。
随
流

＊
 

加
染
而
不
増
。
返
流
除
染
而
不
減
。
又

＊
 返
流
加
浮
不
増
。
随
流
朋
浮
不
減
。
良

以
染
浮
之
所
不
話
。
始
終
之
所
不
易

故
。
云
平
等
不
増
減
也
。

二
者
相
大
。
謂
如
来
薇
具
足
無
量

性
功
徳
故
。

水
八
徳
不
異
於
水
。

間
善
因
果
故
。

用
大
者
。
謂
隈
染
業
幻
。
自
然
大

始
成
世
善
。
終
成
出
世
故
也
。
下
文
顕

言
う
所
の
義
と
は
、
則
ち
三
種
有
り
。
云
何
が
三
と
為
す
。
一
に

は
体
大
、
謂
く
、
一
切
法
の
真
如
は
平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が

釈
の
中
に
三
あ
り
。
初
め
に
体
は
真
性
深
広
に
し
て
凡
聖
・
染
浄
皆

も
増
ぜ
ず
、
返
流
し
て
染
を
除
き
て
而
も
減
ぜ
ず
。
又
た
返
流
し
て
浄

増
減
せ
ず
と
云
う
な
り
。

｛

ー

）

相
大
と
は
、
二
種
の
如
来
蔵
の
中
の
不
空
の
義
に
し
て
、
体
に
異
な

＊

＊

 

ら
ざ
る
の
相
を
謂
う
。
故
に
性
徳
と
云
う
。
水
の
八
徳
の
水
に
異
な
ら

生
ず
る
が
故
な
り
。
（二）

用
大
と
は
、
随
染
の
業
幻
、
自
然
の
大
用
に
し
て
、
報
・
化
二
身
の
施
・

＊
 

も
ろ
も
ろ

細
の
用
を
謂
う
。
諸
の
衆
生
を
し
て
始
め
に
世
善
を
成
じ
、
終
に
出
世

を
成
ぜ
し
む
る
が
故
な
り
。
下
の
文
に
之
を
顕
わ
す
。
何
の
故
に
唯
だ
善

ニ
に
は
相
大
、
謂
く
、
如
来
蔵
は
無
量
の
性
功
徳
を
具
足
す
る
が

話
け
ざ
る
所
、
始
終
の
易
ら
ざ
る
所
な
る
を
以
て
の
故
に
平
等
に
し
て

を
加
う
る
も
増
ぜ
ず
、
随
流
し
て
浄
を
憫
く
も
減
ぜ
ず
。
良
に
染
浄
の

な
以
て
依
と
為
す
、
故
に
大
の
名
を
受
く
。
随
流
し
て
染
を
加
え
て
而

故
な
り
。

所
言
義
者
。
則
有
三
種
。
云
何
為

一
者
謄
大
。
謂
一
切
法
員
如

゜

七
六
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(
-
）
『
海
東
疏
』
で
は
こ
の
不
空
の
義
に
つ
い
て
、
「
二
種
の
蔵
の
内
の
不
空
如
来
蔵
。
ニ

（
三
か
）
種
の
蔵
の
中
の
能
摂
如
来
蔵
」
と
い
う
。
二
種
の
如
来
蔵
は
「
起
信
論
j

の
「
如
実

空
」
と
「
如
実
不
空
」
（
二
0
六
中
2
8
1
2
9
)
の
中
の
後
者
。
如
実
不
空
は
、
「
自
体
有
り
て

無
漏
性
功
徳
を
具
足
す
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
相
大
の

規
定
と
合
致
す
る
（
『
筆
削
記
』
三
二
六
中
6
1
9
)
。
た
だ
し
、

137
頁
補
注
（
二
）
、
（
三
）

に
示
し
た
よ
う
に
真
如
門
が
超
越
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
如
実
不
空
」
は
真
如
門
に
属

し
、
こ
の
「
相
大
」
は
生
滅
門
に
含
ま
れ
る
の
で
、
整
合
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
な
お

「
海
東
疏
j
の
「
能
摂
如
来
蔵
」
は
「
仏
性
論
」
の
三
蔵
、
所
摂
•
隠
覆
・
能
摂
（
大
正
三

一
、
七
九
五
下
2
3
1
2
4
)
の
能
摂
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
「
随
染
業
幻
」
は
「
起
信
論
」
の
無
漏
（
浄
、
覚
）
と
無
明
（
染
、
不
覚
）
の
異
同
を
論
ず
る

中
に
、
「
而
も
色
相
を
見
わ
す
こ
と
あ
り
と
は
、
唯
だ
是
れ
随
染
業
幻
の
所
作
な
る
の

み
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
無
漏
法
と
無
明
法
と
は
『
起
信
論
」
で
は
「
同
じ
く
真
如
の
性
と

相
」
（
五
七
七
上
2
4
1
2
5
)
で
あ
る
か
ら
だ
と
し
、
法
蔵
は
ど
ち
ら
も
「
真
如
を
以
て
体
と

為
し
、
真
如
は
此
の
二
法
を
以
て
相
と
為
す
」
（
二
六
三
下
17118)
か
ら
同
相
だ
と
い

う
が
、
染
と
浄
の
二
法
共
に
真
如
を
体
と
し
、
共
に
真
如
の
相
で
あ
る
の
は
、
こ
の
二

法
が
業
幻
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
法
蔵
に
よ
れ
ば
、
業
幻
と
は
染
法
も
浄
法
も

業
用
が
あ
っ
て
顕
現
す
る
が
、
共
に
実
有
で
な
い
（
二
六
三
下
23)
こ
と
で
あ
る
。
随
染

は
、
本
覚
の
場
合
は
性
浄
本
覚
、
染
浄
の
二
法
の
異
相
を
論
ず
る
中
に
見
え
、
同
じ
く

種
種
の
差
別
（
多
様
、
個
別
）
で
あ
り
な
が
ら
、
染
法
は
性
染
幻
（
染
は
本
性
と
し
て
非

実
有
な
差
別
）
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
浄
法
は
随
染
幻
で
あ
る
と
い
う
。
法
蔵
は
冒
頭

に
挙
げ
た
随
染
業
幻
に
注
釈
し
て
報
身
や
化
身
な
ど
の
顕
現
は
「
衆
生
の
染
幻
に
随
っ

て
心
中
に
変
異
顕
現
す
」
る
こ
と
だ
と
い
う
。
従
っ
て
浄
法
の
随
染
幻
は
染
幻
に
随
う

業
幻
、
即
ち
報
身
と
化
身
、
ま
た
は
衆
生
の
染
業
幻
に
随
う
自
然
の
大
用
、
即
ち
報
身

の
細
用
と
化
身
の
籠
用
と
な
ろ
う
。
自
然
の
大
用
は
「
真
如
の
大
用
」
（
二
六
0
下
10)
な

ど
と
同
義
語
で
あ
る
。
詳
し
く
は
「
不
思
議
業
相
」
を
論
ず
る
「
随
染
本
覚
」
の
検
討
の
際

に
ゆ
ず
る
。

な
お
、
『
筆
削
記
j

は
「
業
幻
」
を
「
業
行
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
『
宗
密
疏
」
が

「
随
染
業
行
」
と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
随
染
業
行
と
は
彼
々
の
染
幻
の
衆
生
に
随
い

て
利
他
行
を
起
す
を
謂
う
。
即
ち
是
れ
如
来
の
不
思
議
業
な
り
。
故
に
業
行
と
云
う
」

（
三
二
八
中
1
7
1
1
9
)
と
注
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
随
染
の
業
行
な
る
自
然
の

大
用
」
と
な
ろ
う
。

「
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

七
七

直
接
的
語
義
の
大
で
は
な
く
、
浄
と
い
っ
て
よ
い
内
容
を
持
つ
。
体
大
は
心
真
如
で
あ

る
か
ら
本
性
清
浄
で
あ
り
、
相
大
も
性
功
徳
で
あ
る
か
ら
清
浄
で
あ
り
、
用
大
も
善
因

果
で
あ
る
か
ら
清
浄
で
あ
る
。
特
に
用
大
は
善
用
、
即
ち
浄
用
と
し
て
大
乗
の
真
意
を

示
す
。
慧
遠
が
「
用
は
是
れ
正
し
き
義
」
と
い
う
の
も
、
そ
の
こ
と
を
意
味
し
よ
う
（
そ

れ
だ
け
に
138
頁
9
行
以
下
の
問
責
は
当
然
生
ず
る
疑
問
で
あ
ろ
う
）
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
彼
以
前
の
『
起
信
論
」
の
注
釈
者
達
に
は
自
覚
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
海
東
疏
」
は
「
立
義
分
」
の
注
釈
で
も
以
下
の
頭
注
、
補

注
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
法
蔵
の
解
釈
に
非
常
に
強
い
影
響
を
及
ぽ
し
た
が
、
「
法
」
の

解
釈
に
お
い
て
は
、
衆
生
心
が
大
乗
の
法
で
あ
っ
て
小
乗
の
法
と
異
な
る
こ
と
を
論
じ

る
だ
け
で
、
心
が
染
浄
に
通
ず
る
と
い
っ
た
問
題
に
は
入
ら
な
い
。
「
海
東
疏
」
は
心

「
法
」
と
大
乗
の
「
義
」
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
表
面
的
な
解
決
し
か
与
え

て
い
な
い

(139
頁
補
注
（
二
）
参
照
）
。
「
曇
延
疏
j

は
「
立
義
分
」
ま
で
で
は
、
衆
生

心
と
い
う
語
を
引
用
以
外
に
は
一
箇
所
で
用
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
「
心

真
如
」
即
ち
衆
生
心
の
真
如
を
大
乗
と
し
、
そ
の
心
真
如
が
般
若
と
慈
悲
で
あ
り
、
さ

ら
に
三
大
は
真
如
の
体
、
真
如
の
相
、
真
如
の
用
で
あ
る
と
い
う
。
『
浄
影
疏
』
は
「
法
」

で
あ
る
衆
生
心
を
理
で
あ
り
体
で
あ
る
と
し
、
法
蔵
が
理
と
す
る
三
大
の
義
を
事
で
あ

り
用
で
あ
る
と
す
る
。
同
疏
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
用
は
是
れ
正
し
き
義
な
り
、

体
相
随
い
来
る
」
（
一
七
九
上
25)
と
い
っ
て
、
三
大
の
中
の
体
相
を
全
く
無
視
し
て

い
る
。
し
か
も
そ
の
用
大
を
も
染
用
と
浄
用
か
ら
成
る
と
し
、
「
起
信
論
j

の
用
大
の

説
明
「
一
切
世
間
出
世
間
の
善
の
因
果
」
に
注
釈
し
て
、
「
世
間
は
是
れ
染
用
の
義
、
出

世
間
は
浄
用
の
義
な
り
」
（
一
七
九
上
2
5
1
2
6
)
と
い
っ
て
、
善
因
果
の
善
を
黙
殺
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。

(135
頁
補
注
の
続
き
）

(145) 



①
云
11
言
【
旭
】

所
治
所
対
治
の
略
。
対
治
(
p
gipa~a) 

さ
れ
る
も
の
の
こ
と
。

真
に
違
う
不
善
は
妄
で
あ
り
、
妄
は
真
と

縁
起
・
相
依
相
待
し
て
の
み
妄
で
あ
る
。
ま

た
真
妄
和
合
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
真

は
本
性
清
浄
で
、
妄
は
客
塵
の
雑
染
で
あ
る

か
ら
、
染
は
衆
生
心
の
用
で
は
な
い
。
ち
な

み
に
「
浄
影
疏
」
は
そ
う
い
う
真
妄
の
関
係

の
上
に
立
っ
て
、
真
心
の
染
用
を
依
持
と
縁

起
と
の
二
用
と
す
る
。

果
を
標
し
て
…
「
海
束
疏
」
「
立
果
望
因
以

釈
乗
義
也
」
（
二
0
六
下
2
)

因
を
挙
げ
て
・
・
・
『
海
東
疏
」
「
拠
因
望
果
以

釈
乗
義
也
」
（
二
0
六
下

3
)

後
學
因
望
果
以
成
運
。
即
始
覺
之
智

故。 一
切
諸
佛
本
所
乗
故
。

＊
 

先
標
果
望
因
以
解
乗
。

不
善
法
違
腱
故
。
是
所
治
故
。
非
其
用

云
。
以
違
慎
故
。
不
得
離
慎
。
以
違
異

故
。
非
其
用
也
。

乗
中
二
。

一
切
菩
薩
皆
乗
此
法
到
如
来
地

是
能
乗
。
本
覺
之
理
為
所
乗
故
。
揖
論

云
。
乗
大
性
故
名
為
大
乗
。

立
義
分
党
。

大
乗
起
信
論
義
記
巻
上
終

也
。
若
爾
。
諸
不
善
法
應
離
於
員
。
繹

①
 

之
。
何
故
唯
言
善
。
不
云
不
善
者
。
以

の
み
を
言
い
て
不
善
を
云
わ
ず
と
な
ら
ば
、
不
善
の
法
は
真
に
違
う
を
以

て
の
故
に
、
是
れ
所
治
な
る
が
故
に
、
其
の
用
に
非
ざ
る
な
り
。
若
し
爾

も

ろ

も

ろ

＊

ら
ば
、
諸
の
不
善
の
法
は
真
を
離
る
べ
き
や
。
釈
し
て
云
く
、
真
に
違
・

う
を
以
て
の
故
に
真
を
離
る
る
こ
と
を
得
ず
、
真
に
違
う
を
以
て
の
故
に

其
の
用
に
非
ざ
る
な
り
。

一
切
の
諸
仏
の
本
乗
ぜ
し
所
な
る
が
故
な
り
。

＊
 

先
に
は
果
を
標
し
て
因
に
望
み
、
以
て
乗
を
解
す
。

後
に
は
因
を
挙
げ
て
果
に
望
み
、
以
て
運
を
成
ず
。
即
ち
、
始
覚
の

（こ

智
は
是
れ
能
乗
、
本
覚
の
理
を
所
乗
と
為
す
が
故
な
り
。
摂
論
に
云

（二）く
、
「
大
性
に
乗
ず
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
乗
と
為
す
」
と
。

ぉ
ゎ

立
義
分
党
ん
ぬ
。

大
乗
起
信
論
義
記
巻
上
終

J
o
 

ヽ 一
切
の
菩
薩
も
皆
な
此
の
法
に
乗
じ
て
如
来
地
に
到
る
が
故
な

乗
の
中
に
二
あ
り
。

七
八

251b 
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（
一
）
「
無
差
別
論
疏
」
で
は
、
乗
の
意
味
を
三
種
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
（
玉
城
―
二
0

頁
、
注
一
四
）
。
法
蔵
は
こ
の
疏
の
「
第
七
釈
論
題
目
」
の
冒
頭
で
大
と
乗
を
解
釈
す

る
。
引
用
の
中
の
前
の
一
節
は
『
義
記
』
の
「
釈
論
題
目
第
七
」
（
二
四
五
中
1
3
1
1
4
)
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
（
）
内
は
「
義
記
』
。

大
と
は
当
体
を
目
と
為
し
、
包
含
を
義
と
為
す
。
乗
と
は
喩
に
就
い
て
名
（
称
）
と

為
し
、
運
載
を
功
と
為
し
、
体
用
（
法
喩
）
合
し
て
挙
ぐ
。
〔
中
略
〕
乗
も
亦
た
三
義

あ
り
。
一
に
は
理
性
を
所
乗
と
為
し
、
妙
智
を
能
乗
と
為
し
、
仏
果
を
乗
の
到
る

処
と
為
す
。
此
は
仏
性
論
に
依
る
な
り
。
二
に
は
無
分
別
を
以
て
所
乗
と
為
し
、

万
行
を
能
乗
と
為
し
、
亦
た
仏
果
を
所
至
と
為
す
。
三
に
は
理
智
と
万
行
を
以
て

倶
に
是
れ
所
乗
。
菩
薩
仮
者
以
て
能
乗
と
為
し
、
仏
位
の
人
法
は
乗
の
所
至
と
為

す
。
故
に
摂
論
に
云
く
、
大
性
に
乗
ず
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
乗
と
為
す
。
亦
た

は
大
亦
た
は
乗
、
大
乗
と
名
づ
く
。
此
は
依
主
持
業
の
二
釈
に
通
ず
。
知
る
べ

し
。
（
大
正
四
四
、
六
三
中
12ー

17)

『
無
差
別
論
疏
』
で
は
、
『
義
記
』
の
「
智
を
能
乗
、
理
を
所
乗
」
と
す
る
解
釈
に
相
当
す
る

第
一
の
「
義
」
は
『
仏
性
論
』
に
よ
る
と
す
る
が
、
同
時
に
『
摂
論
』
の
二
種
の
語
合
成
を
三

義
す
べ
て
の
教
証
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
法
蔵
は
「
大
性
に
乗
ず
」
と
理
解
し
、
本
覚
の
理
を
所
乗
と
す
る
、
即
ち
本
覚
に
乗
ず

る
と
い
う
自
説
の
教
証
と
し
て
こ
の
『
摂
論
釈
』
の
文
言
を
挙
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
大
乗
の
乗
y
習
a
は
名
詞
で
あ
っ
て
、
乗
ず
る
と
い
、
2
動
詞
で
は
な
い
。

こ
の
語
合
成
は
無
性
の
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
一
の
冒
頭
（
大
正
三
一
、
三
八
0
中
5
)

に
あ
り
、
『
摂
論
』
の
「
阿
昆
達
磨
大
乗
経
中
」
と
い
う
文
言
の
中
の
「
大
乗
」
と
い

う
語
の
語
合
成
の
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
無
性
は
「
亦
乗
亦
大
故
名
大
乗
。
或
乗
大
性
故

大
乗
」
と
い
う
二
釈
を
あ
げ
て
い
る
（
『
無
差
別
論
疏
』
で
は
前
注
で
引
用
し
た
よ
う

に
順
序
が
逆
）
。

T
訳
は
、

d
e
 ni t
h
e
g
 p
a
 yat¥ yin la c
h
e
n
 p
o
 yat¥ yin 
pa l)am /
 

c
h
e
n
 p
o
 m
a
m
 kyi theg p
a
 yin p
a
s
 theg 
pa c
h
e
n
 p
o
 ste /
 (D. Ri, 191 a6) 

そ
れ
は
乗
で
も
あ
り
、
大
で
も
あ
る
か
、
或
い
は
大
（
即
ち
偉
大
）
な
も
の
た
ち

の
乗
（
物
）
で
あ
る
の
で
大
乗
で
あ
る
。

T
訳
で
乗
で
も
あ
り
大
で
も
あ
る
、
と
乗
が
先
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

t
h
e
g
p
a
 

（乗）
c
h
e
n
 p
o
{
大
）
と
い
う
大
乗
と
い
う
語
の

T
訳
の
順
序
に
従
っ
た
も
の
で
、

S
語

で
は
大
が
先
（
目
吾
互
"a
 yllnarpca)で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
玄
装
駅
で
乗
を

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
三
）

七
九

先
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、

S
本
そ
の
も
の
が
乗
を
先
に
し
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
（
た
だ
し
法
蔵
は
前
注
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
大
で
も
あ
り
乗
で
も
あ
る
」
と
順

序
を
戻
し
て
い
る
）
。
こ
の
こ
と
は
、
無
性
は
大
乗
の
乗
を
中
心
と
し
て
考
え
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
は
、
第
二
の
語
合
成
が
T
訳
で
は
、
恐
ら
く
小

乗
、
小
な
る
も
の
の
乗
物
に
対
し
て
、
大
な
る
も
の
た
ち
の
乗
物
(
m
臣
a巨
lllY智
amiti

m
a
h
i
y
i
n
a
m
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
こ
の
語
合
成
は
言
う
ま
で

も
な
く
、

m
a
h
i
y習
a
を
格
限
定
複
合
詞
と
理
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

iryasatya(
聖
諦
）

を
iryinii111
saty1
目
（
聖
者
た
ち
の
諦
）
と
分
析
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の

T
訳
は
S

本
に
忠
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
笑
は
こ
の
語
合
成
を
無
視
し
て
、
自
己
の
解
釈

を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
法
蔵
は
菩
薩
仮
者
を
能
乗
と
す
る
（
前
注
参
照
）
が
、
大
乗
は

一
切
衆
生
の
乗
物
で
あ
る
し
、
大
は
乗
の
形
容
詞
で
あ
り
、
偉
大
な
の
は
乗
で
あ
る
と

考
え
、
「
乗
の
大
性
の
故
に
」
(
y
i
i
n
a
s
y
a
m
昏
a
弓
it)
と
訳
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

法
蔵
は
そ
う
解
釈
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
前
注
で
引
用
し
た
よ
う
に
、

「
乗
大
性
」
を
依
主
（
釈
）
、
即
ち
格
限
定
複
合
詞
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

T
訳

か
ら
想
定
さ
れ
る
S
文
を
知
っ
て
そ
う
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
乗
大
性
」
を
格
限
定
複
合
詞
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
合
成
は
前
支
分
と
後
支

分
の
間
に
格
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
「
乗
の
大

性
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
意
味
の
上
で
は
こ
れ
は
「
乗
で
も
あ
り
大
で
も
あ
る
」
と

い
う
語
義
解
釈
と
近
い
釈
と
い
え
る
。
こ
の
玄
笑
の
解
釈
は
『
摂
論
』
の
こ
の
箇
所
に
続

く
「
薄
伽
梵
前
巳
能
善
入
大
乗
菩
薩
。
為
顕
大
乗
体
大
故
説
」
の
彼
の
大
乗
の
体
大
と
い

う
解
釈
と
内
的
関
連
が
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
の

T
訳
は
theg
p
a
 c
h
e
n
 pol)i c
h
e
 bal)i 

b
d
a
g
 iiid(

＂ mahiiyiinamiihiitmya)
で
あ
る
か
ら
「
大
乗
の
偉
大
さ
」
で
あ
る
。
玄
笑
は

m
臣
苔
n
y
a
(
m
a
g
n
a
n
i
m
i
t
y
,
 m
a
j
e
s
t
y
)
を
単
な
る
賛
辞
と
理
解
す
る
こ
と
を
止
め
、

m
臣
苔
n
y
a
が
m

g
at
と
a
g
g
と
か
ら
な
る
こ
と
か
ら
、
大
乗
の
大
な
る
体
、
体
大
と

解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
恐
ら
く
「
起
信
論
』
の
体
大
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
さ
ら
に

大
性
の
性
は
、
無
性
釈
の
直
後
に
あ
る
「
七
種
大
性
共
相
応
故
」
が
c
h
e
n
p
o
 r
n
a
m
 p
a
 

区
g

dail ldan pal)f phyir te /
 (
七
種
量
の
大
を
具
え
て
い
る
故
に
）
（
Ri,
1
9
l
a
7
)
か
ら

見
て
、

m

g
at
を
名
詞
(greatn
g
 
s)
と
読
ん
だ
こ
と
を
示
す
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
玄
芙
は
『
摂
論
』
S
本
の
「
大
乗
」
の
語
合
成
よ
り
も
『
起
信
論
』
に
近
づ
い
た

大
乗
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

(147) 




